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0
古
代
地
方
都
市
の
条
件

②
多
賀
城
に
み
る
都
市
的
諸
要
素

③
多
賀
城
と
都
市
概
念

［論文
要
旨
］

　
一
九
八
七
年
に
開
催
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」
の
総
　
　
　
　
そ
こ
で
、
国
府
に
お
け
る
都
市
規
制
の
条
件
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
大
略
は
次
の
と
お
り
で

括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国
府
に
お
け
る
都
市
的
機
能
や
地
域
的
広
が
り
い
わ
ゆ
る
国
府
域
を
設
定
　
　
　
　
あ
る
。

す
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
見
解
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
全
国
各
地
で
国
府
跡
の
発
掘
　
　
　
　
多
賀
城
前
面
地
区
に
お
け
る
方
位
規
制
は
大
路
・
小
路
と
建
物
お
よ
び
溝
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

調
査
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
え
た
が
、
な
か
で
も
陸
奥
国
府
が
置
か
れ
た
多
賀
城
跡
の
前
面
　
　
　
　
ま
た
国
府
域
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
賀
郡
、
宮
城
郡
を
経
て
、
権
郡
の
多
賀
郡
・
階
上
郡
の
領
域

の

大
規模
な
調
査
に
よ
っ
て
、
都
城
の
都
市
計
画
の
根
本
を
な
す
も
の
と
さ
れ
た
方
格
地
割
が
確
認
　
　
　
　
は
、
『
和
名
類
聚
抄
一
宮
城
郡
の
多
賀
郷
・
科
上
郷
に
継
承
さ
れ
、
や
が
て
留
守
職
に
よ
る
高
用
名

さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
都
市
成
立
の
諸
条
件
と
さ
れ
る
方
格
地
割
地
域
に
　
　
　
と
い
う
形
で
、
国
府
一
帯
の
特
別
行
政
区
と
し
て
建
て
ら
れ
た
所
領
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
さ
ら

おけ
る
地
区
構
成
と
各
地
区
の
計
画
的
建
物
配
置
、
交
通
体
系
の
結
節
点
、
都
市
祭
祀
空
間
の
設
定
、
　
　
　
に
郡
家
所
在
郷
が
他
郷
と
異
な
っ
て
い
た
点
を
出
土
文
字
資
料
で
証
明
し
、
国
府
所
在
郡
も
他
郡
と

生産
体
制
の
集
中
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
発
掘
調
査
等
で
数
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
異
な
る
条
件
を
整
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
立
て
た
。

　し
か
し
先
の
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
踏
ま
え
て
、
井
上
満
郎
氏
は
、
国
府
が
都
市
と
し
て
成
立
す
　
　
　
　
以
上
の
点
を
総
合
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
多
賀
城
は
、
い
ま
だ
不
確
定
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、

る
た
め
に
は
一
定
の
境
界
概
念
や
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
規
制
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
国
　
　
　
古
代
の
都
市
の
諸
条
件
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
お
り
、
多
賀
城
を
古
代
地
方
都
市
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

に
は
郡
と
い
う
行
政
区
画
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
い
か
な
る
区
画
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
つ
ま
り
は
国
　
　
　
　
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
だ
広
範
囲
の
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
一
般
諸
国
の
国
府
に
つ
い
て
は
、
以
上

府に
は
都
市
規
制
が
存
在
し
よ
う
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
府
を
古
代
都
市
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
　
　
　
　
の
多
賀
城
の
諸
条
件
を
及
ぼ
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
現
段
階
で
は
結
論
づ
け
が
た
い
の
で
、
今
後
の

指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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0
古
代
地
方
都
市
の
条
件

　
都

市
研
究
は
、
現
在
、
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
各
分
野
の
研
究
者

に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
も
、
創
設
当

初
よ
り
の
共
同
研
究
の
大
テ
ー
マ
ー
都
市
に
関
す
る
生
活
空
間
の
史
的
研
究
ー
と
し

て

取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
第
一
期
の
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」
の
ま
と

め

と
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
、
鬼
頭
清
明
氏
は
都
市
概
念
に
つ
い
て
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。

　

我
々
の
使
用
す
べ
き
都
市
の
概
念
は
、
歴
史
地
理
学
・
考
古
学
・
文
献
史
学
の
三

つ
の

分
野

を
総
合
で
き
る
よ
う
な
、
農
村
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
人
間
の
居
住
区
と
し

て
、
比
較
的
大
規
模
な
人
口
を
も
ち
、
非
農
業
的
な
産
業
ー
商
業
と
工
業
ー
と
を
そ

の

基
礎

に
も
つ
も
の
と
広
く
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
古
代
の

日
本
に
お
い
て
、
そ
の
都
市
の
典
型
を
中
央
の
都
城
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
都
城
を
模
し
た
諸
国
に
お
け
る
地
方
行
政
の
中
心
・
国
府
に
つ
い
て
も
、
そ
の

都
市
概
念
お
よ
び
そ
の
具
体
的
諸
条
件
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
具
体
的
諸
条
件
と
は
、
主
要
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
都
城
の

都

市
計
画
の
根
本
を
な
す
も
の
は
、
方
格
地
割
で
あ
る
。
従
来
、
歴
史
地

理
学
の

研
究
者
に
よ
っ
て
方
八
町
な
ど
の
方
格
地
割
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の

存

否
が
国
府
の
都
市
条
件
の
根
幹
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
歴
博
の
共

同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」
の
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
八
七
年
三
月
八
日
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
開
催
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
が
論
議
の
中
心
と

な
っ
た
。
一
九
八
七
年
ま
で
の
時
点
に
お
い
て
は
、
方
格
地
割
の
代
表
例
と
さ
れ
た

周
防
国
府
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
発
掘
調
査
の
成
果
は
、
古
代
の
八
・
九
世
紀
段
階

に
方
格
地
割
遺
構
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
、
国
府
に
お

け
る
都
市
的
機
能
を
否
定
す
る
見
解
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
代
の
国
府
と
い
う

概

念
の
な
か
に
、
地
域
的
広
が
り
や
規
模
を
認
識
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
否
定
的

な
意
見
も
提
案
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
鬼
頭
清
明
氏
は
、
国
府

は
在
地
社
会
に
自
然
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
権
力
が
作
り
出
し
た
も
の
だ
け

に
、
方
格
地
割
に
基
づ
く
国
府
の
存
在
を
今
後
も
発
掘
調
査
で
検
証
す
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
を
も
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
も
、
国
府

は
、
中
心
的
施
設
と
そ
の
周
辺
が
郷
単
位
ぐ
ら
い
の
広
が
り
を
有
し
、
特
別
の
行
政

区
画
と
し
て
存
在
す
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
こ
そ
が
国
府
域
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
方

格
地
割
の
広
が
り
で
認
識
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
方
格
地
割
や
閉
塞
施
設
が
あ
る

か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
せ
ず
と
も
、
そ
う
い
っ
た
域
と
い
う
も
の
を
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
一
九
八
七
年
以
降
の
全
国
各
地
に
お
け
る
国
府
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　
各
地
の
国
府
跡
の
な
か
で
も
、
陸
奥
国
府
が
置
か
れ
た
多
賀
城
跡
の
前
面
の
大
規

模

な
調
査
に
よ
っ
て
、
多
賀
城
創
建
当
初
（
八
世
紀
前
半
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
い

が
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
後
半
段
階
に
は
、
多
賀
城
の
前
面
に
方
格
地
割
が
確
実
に

認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
方
格
地
割
の
実
態
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
方
格
地
割
地
区
に

お
け
る
全
体
の
地
区
構
成
と
各
地
区
の
建
物
配
置
な
ど
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

都
市
成
立
の
重
要
な
条
件
の
一
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
交
通
体
系
の
結
節
点
に
位
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
・
軍
事
お
よ
び
経
済
活
動
な
ど
を
円
滑
に
運
用
さ
せ
、
そ

の

こ
と
に
よ
り
都
市
の
成
熟
度
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
国
府
と
道
・
港
津
・
河
川
な
ど
と
の
関
係
か
ら
、
交
通
体

系
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　

こ
の
交
通
体
系
と
も
密
接
に
関
連
す
る
の
が
、
市
の
存
在
で
あ
る
。
市
に
つ
い
て

は
文
献
史
料
上
か
ら
の
研
究
が
も
っ
ぱ
ら
で
、
い
ま
だ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
地
方
の

市
を
空
間
的
構
成
と
し
て
と
ら
え
た
例
を
聞
か
な
い
。
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さ
ら
に
、
古
代
の
都
市
空
間
を
検
証
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

祭
祀
等
の
宗
教
的
要
素
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
方
格
地
割
等
に
よ
っ
て
、
視
覚
的
都
市

空

間
を
把
握
す
る
の
み
で
は
な
く
、
古
代
国
家
が
形
成
し
た
都
市
祭
祀
が
地
方
社
会

の

中
心
的
場
と
し
て
の
国
府
に
お
い
て
、
い
か
に
実
施
さ
れ
た
か
、
そ
の
祭
祀
等
の

実
態
を
点
的
に
つ
な
ぎ
合
せ
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
市
空
間
の
拡
が

り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
古
代
に
お
け
る
国
府
域
の
設
定
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上

の

よ
う
な
地
方
都
市
形
成
の
諸
条
件
を
具
体
的
に
検
証
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
は
、
現
状
で
は
大
宰
府
を
除
く
と
、
陸
奥
国
府
の
置
か
れ
た
多
賀
城
を
お
い
て

ほ
か
に
な
い
。

　

な
お
、
最
近
、
多
賀
城
跡
の
前
面
に
関
わ
る
大
規
模
な
発
掘
調
査
の
成
果
が
相
つ

い
で

公

刊
さ
れ
た
。
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
『
山
王
遺
跡
1
ー
仙
塩
道
路
建
設
に
係

る
発
掘
調
査
報
告
書
ー
』
（
一
九
九
七
年
三
月
）
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
『
山
王
遺
跡

H
ー
多
賀
前
地
区
遺
構
編
ー
』
（
一
九
九
五
年
三
月
）
、
さ
ら
に
、
多
賀
城
市
史
編
纂

委
員
会
『
多
賀
城
市
史
』
第
一
巻
、
原
始
・
古
代
・
中
世
（
一
九
九
七
年
三
月
）
が

刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
第
五
節
　
古
代
都
市
多
賀
城
」
（
高
野
芳
宏
・
菅
原
弘
樹

氏

執
筆
）
は
、
多
賀
城
跡
の
前
面
地
区
に
関
す
る
発
掘
調
査
成
果
を
諸
項
目
に
わ
た

っ

て

整
理
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
網
と
地
割
、
建
物
配
置
と
構
成
、
城
外

で

の

ま
つ
り
・
ま
じ
な
い
、
周
辺
の
生
産
遺
跡
な
ど
に
分
け
て
、
詳
細
に
ま
と
め
ら

れ
て

い
る
。

　
小
論
で

は
、
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
報
告
書
と
『
多
賀
城
市
史
』

に
全
面
的
に
依
拠
し
な
が
ら
、
改
め
て
、
古
代
地
方
都
市
論
と
し
て
構
成
し
直
し
、

か

つ
都

市
の
要
素
を
さ
ら
に
広
げ
な
が
ら
、
古
代
の
多
賀
城
は
地
方
都
市
と
い
う
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

②
多
賀
城
に
み
る
都
市
的
諸
要
素

ω
多
賀
城
以
前
の
状
況

　

山
王
遺
跡
は
、
多
賀
城
市
山
王
・
南
宮
の
両
地
区
を
中
心
と
す
る
東
西
約
ニ
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
範
囲
に
わ
た
る
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は

旧
七
北
田
川
と
砂
押
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
東
西
に
長
い
自
然
堤
防
上
に
立
地
し

て

お
り
、
海
抜
約
五
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
こ
の
山
王
遺
跡
を
中
心
と
し
て
、
多
賀
城

跡

の

南
西
か
ら
南
東
に
か
け
て
、
新
田
・
市
川
橋
・
高
崎
遺
跡
な
ど
の
大
規
模
な
遺

跡
群

が
存
在
し
て
い
る
。

　
一
九
八
三
年
に
実
施
さ
れ
た
山
王
遺
跡
第
四
次
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
初
め
て
幅

一
ニ

メ
ー
ト
ル
の
道
路
跡
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
八
八
年
の
第
八
次
調
査
で
は
、

そ
の
一
ニ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
跡
の
延
長
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
こ
の
道
路
か
ら
分
岐

す
る
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
南
北
道
路
跡
を
検
出
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に
は
、

多
賀
城
跡
の
外
郭
南
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
る
幅
二
三
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
南

北
大
路
が
発
見
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
四
年
段
階
に
お
い
て
、
多
賀
城
南
面
に
、
東
西
道
路
は
多

賀
城
外
郭
南
辺
築
地
跡
か
ら
南
へ
六
条
（
外
郭
南
門
か
ら
約
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
、

南
北
道
路
は
南
北
大
路
か
ら
西
へ
九
条
（
政
庁
中
軸
線
か
ら
約
一
一
〇
九
メ
ー
ト

ル
）
が
確
認
さ
れ
、
多
賀
城
前
面
に
大
規
模
な
方
格
地
割
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

多
賀
城
跡
の
本
格
的
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
の
通
説
に

よ
れ
ば
、
多
賀
城
は
、
奈
良
時
代
前
半
、
律
令
国
家
の
最
北
端
に
建
て
ら
れ
た
と
さ

れ

た
。
そ
し
て
、
多
賀
城
の
地
は
在
地
勢
力
の
希
薄
な
地
と
み
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
多
賀
城
創
建
に
先
行
す
る
七
世
紀
代
の

官
衙
遺
跡
が
相
つ
い
で
多
賀
城
の
南
と
北
で
発
見
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
南
の
仙
台
市

3
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郡

山
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
二
時
期
の
遺
構
が
重
複
し
、
第
－

期
は

七
世
紀
半
ば

か

ら
末
頃
ま
で
、
第
n
期
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
と
判

　
　
（
4
）

明
し
た
。
第
－
期
の
七
世
紀
中
頃
と
い
う
年
代
は
、
全
国
の
官
衙
遺
跡
の
な
か
で
も

最
古
に
属
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
多
賀
城
よ
り
も
北
の
古
川
市
名
生
館
遺
跡
で
あ
る
。

そ
の
遺
跡
は
、
大
崎
平
野
の
西
北
端
に
位
置
し
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
七
世
紀
末

か

ら
九
世
紀
後
半
ま
で
つ
づ
く
官
衙
遺
跡
で
あ
り
、
四
時
期
の
遺
構
が
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
5
）

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
多
賀
城
の
置
か
れ
た
地
に
お
い
て
も
、
多
賀
城
設
置
以
前
の
様
相
は
、

従
来
の
予
測
と
は
異
な
る
大
規
模
な
開
発
情
況
を
確
認
で
き
る
。
多
賀
城
跡
の
西
南
、

山
王
遺
跡
八
幡
地
区
の
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
七
世
紀
前
半
）
の
一
〇

〇

軒

を
こ
え
る
大
規
模
な
竪
穴
住
居
跡
群
と
注
目
す
べ
き
遺
物
を
出
土
し
て
い
る
。

　
遺

物
の
な
か
で
も
、
特
筆
・
さ
れ
る
の
は
、
金
属
器
の
柄
香
炉
を
模
し
た
黒
漆
塗
の

木
製
品
で
あ
る
。
柄
香
炉
は
、
仏
前
で
香
を
た
き
し
め
る
た
め
の
香
炉
に
柄
を
つ
け

ぷ縣
琳

図2　柄香炉　山王遺跡八幡地区（宮城県教育委員会）

て

携
帯
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
賀
前
地
区
で
は
、
多
量
の
ト
骨
が
出

土

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ト
骨
は
、
馬
な
い
し
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

の

肋
骨
を
半
裁
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
面
の
髄
質

部
を
削
り
、
四
×
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の

凹
み
を
連
続
し
て
二
列
に
つ
け
、
さ
ら
に
凹
み
の

底
面
を
焼
い
て
い
る
。

　
一
方
、
多
賀
城
跡
内
に
お
い
て
も
、
創
建
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

の

遺
構
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
外
郭
南
門
地
区
西
半
部
で
検
出
し
た
遺
構
は
、

築
地
跡
二
、
築
地
の
基
礎
地
業
一
、
横
穴
墓
三
な

ど
が
あ
る
。
横
穴
墓
は
、
調
査
区
西
端
で
築
地
の

基
礎
地

業
S
X
一
五
六
二
の
下
層
か
ら
三
基
並
ん

で

検

出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
岩
盤
（
凝
灰
岩
）
が

露

出
す
る
南
斜
面
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
築
地
基
礎
地
業
を
部
分
的
に

除
去

し
た
だ
け
で
あ
り
、
検
出
し
た
三
基
（
S
P
一
五
五
九
、
一
五
六
〇
、
一
五
六

一
）
の

ほ
か
に
も
横
穴
墓
が
分
布
し
て
群
を
形
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
遺
構
の
重
複
か
ら
知
ら
れ
る
下
限
年
代
と
S
P
一
五
五
九
・
一
五
六
〇
の
構
築
時

と
墓
前
祭
の
土
器
の
検
討
に
よ
り
、
両
横
穴
墓
の
年
代
は
お
よ
そ
七
世
紀
後
葉
か
ら

八
世
紀
前
葉
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
諸
例

か

ら
も
、
多
賀
城
の
地
は
、
多
賀
城
創
建
以
前
に
お
い
て
、
在
地
勢

力
に
よ
る
一
定
の
開
発
が
行
わ
れ
た
地
で
あ
り
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
“
古
代
地

方
都
市
”
と
し
て
の
整
備
の
前
提
条
件
が
、
多
賀
城
創
建
以
前
に
す
で
に
備
わ
っ
て

い

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
多
賀
城
創
建
後
の
前
面
地
区
の
各
所
で
確
認

さ
れ
る
大
規
模
か
つ
多
様
な
都
市
祭
祀
は
、
都
城
に
お
け
る
律
令
祭
祀
の
導
入
に
よ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
創
建
前
の
多
賀
前
地
区
の
多
量
の
ト
骨
の
存
在
は
、
多

賀
城
の
地
に
七
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
す
で
に
都
市
的
機
能
の
重
要
な
条
件
の
一
つ

で

あ
る
祭
祀
空
間
の
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

②
方
格
地
割

　
多
賀
城
跡
の
南
西
部
に
あ
た
る
微
高
地
で
は
、
幅
約
二
三
メ
ー
ト
ル
の
南
北
大
路

や

幅
約
一
ニ
メ
ー
ト
ル
の
東
西
大
路
を
は
じ
め
、
幅
三
～
八
メ
ー
ト
ル
程
の
東
西
・

南
北
の
小
路
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
南
北
大
路
は
、
南
門
か
ら
南
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
延
び
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
い
わ
ば
多
賀
城
の
朱
雀
大
路
で
あ
る
。

方
向
は
政
庁
中
軸
線
と
同
じ
く
N
ー
一
度
四
分
ー
E
で
あ
る
。

　
一
方
、
東
西
大
路
は
、
多
賀
城
南
辺
築
地
（
E
l
七
～
八
度
ー
S
）
と
方
向
が
ほ

ぼ
一
致
し
、
そ
の
約
五
町
（
約
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
南
を
通
過
す
る
幅
約
一
ニ
メ
ー

ト
ル
の
道
路
で
あ
る
。

　
南
北
の
小
路
は
、
南
北
大
路
を
基
点
に
約
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
ま
で
九
条
が

想

定
さ
れ
る
。
方
向
は
、
若
干
の
ば
ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
真
北
方

向
で
、
南
北
大
路
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
各
小
路
間
の
距
離
は
＝
○
～
一
四
〇

5
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メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。

　

道
路
網

の
整
備

と
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

1
期
（
八
世
紀
後
半
）
　
多
賀
城
政
庁
と
南
門
の
南
延
長
上
に
幅
一
九
メ
ー
ト
ル

の

南
北
大
路
と
と
も
に
、
多
賀
城
南
辺
築
地
に
平
行
す
る
幅
約
一
ニ
メ
ー
ト
ル
の
東

西
大
路
が
造

ら
れ
、
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
た
。

　

H
期
（
九
世
紀
初
頭
頃
）
　
南
北
大
路
が
幅
二
三
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
さ
れ
て
、
こ

れ

を
基
準
と
し
て
西
側
に
平
行
す
る
八
条
の
小
路
、
お
よ
び
東
西
大
路
を
基
準
と
し

て

そ
の
両
側
に
平
行
す
る
二
条
の
小
路
が
、
一
一
〇
～
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
間
隔

で
建
設

さ
れ
、
平
行
四
辺
形
状
を
単
位
と
し
た
方
格
地
割
が
形
成
さ
れ
る
。
方
格
地

割
の

範
囲
は
、
東
西
が
南
北
大
路
か
ら
西
9
小
路
ま
で
の
約
一
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
が
東
西
大
路

を
は
さ
ん
で
幅
約
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

田
期
（
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
後
半
）
　
n
期
の
方
格
地
割
の
南
北
に
さ
ら
に
東

西
小
路
が

加
え
ら
れ
、
地
割
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
追
加

さ
れ
た
小
路
の
方
向
は
南
北
大
路
に
直
交
す
る
も
の
で
、
H
期
の
東
西
小
路
と
の
間

に
新
た
に
形
成
さ
れ
た
区
画
は
台
形
状
を
呈
す
る
。
地
割
全
体
の
規
模
は
南
北
約
六

八
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

　
以
上
み

た
よ
う
に
、
九
世
紀
初
頭
頃
に
行
わ
れ
た
皿
期
の
整
備
で
、
町
並
が
成
立

す
る
。
こ
の
n
期
は
、
城
内
の
実
務
官
衙
が
急
増
す
る
時
期
に
あ
た
り
、
町
並
の
造

成
は
多
賀
城
の
機
能
整
備
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ

て

い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
代
地
方
官
衙
周
辺
に
お
い
て
は
、
大
宰
府
で
条
坊
の
存
在
が
一
部

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
国
府
周
辺
で
は
、
現
段
階
で
こ
う
し
た
方

格
地
割
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

③
地
区
構
成

　
方
格
地
割
の
範
囲
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
地
割
内
部
は
、
部
分
的
に
畑

地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
掘
立
柱
建
物
・
竪
穴
住
居
な
ど
を
配
置

す
る
地
域
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
東
西
大
路
に
面
し
た
区
画
で
は
、
山
王
遺
跡
千

刈
田
地
区
や
多
賀
前
地
区
に
国
司
の
館
が
あ
り
、
上
級
の
官
人
た
ち
の
住
居
跡
と
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
敷
地
は
一
町
四
方
の
区
画
全
体
を
占
め
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、

大
路
か

ら
や
や
離
れ
た
地
域
で
は
陸
奥
国
内
の
郡
に
関
わ
る
施
設
や
、
工
房
、
下
級

の
役
人
達
の
住
居
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

イ
、
国
司
の
館
i
山
王
遺
跡
千
刈
田
地
区

　

山
王
遺
跡
第
九
次
調
査
に
お
い
て
、
発
見
し
た
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
↓
九

棟
、
井
戸
跡
二
基
、
土
器
集
積
遺
構
一
基
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
調
査
区
北
東

部
に
位
置
す
る
東
西
九
間
以
上
、
南
北
四
間
の
大
規
模
な
東
西
棟
四
面
廟
付
建
物
跡

は
、
こ
の
地
が
重
要
な
施
設
の
中
心
部
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
で

発
見

さ
れ
た
遺
物
の
な
か
で
、
多
量
の
緑
紬
陶
器
、
灰
紬
陶
器
、
中
国
産
陶
磁
器
は

多
賀
城
内
で
も
例
が
な
く
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
奢
修
品
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
の
性
格

を
も
の
が
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

主
要
遺
構
の
な
か
に
井
戸
が
存
在
す
る
点
や
下
駄
、
錘
、
櫛
な
ど
の
生
活
用
品
の

出
土
は
、
こ
の
場
で
日
常
生
活
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
も
注

目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
は
、
「
右
大
臣
殿
　
饅
馬
収
文
」
と
書
か
れ
た
木
簡
（
題
箋

　
　
　
　
　
　
　

軸
）
が
あ
る
。

　

　
・
右
大
臣
殿

　
　
　
饅

馬
収
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
）
×
三
六
×
八

　
題

箋
両
面
の
内
容
は
全
く
同
文
と
判
断
で
き
る
。
「
右
大
臣
」
は
太
政
官
の
長
官

で
左
大

臣
に
つ
ぐ
重
職
で
あ
る
。
「
饅
」
は
文
字
ど
お
り
饅
別
の
こ
と
で
、
「
う
ま
の

は
な
む
け
」
と
訓
ん
で
い
る
。
「
饅
馬
」
は
饅
別
の
た
め
の
馬
の
こ
と
、
「
収
文
」
は

通

常
、
諸
国
の
貢
納
物
に
対
す
る
中
央
の
役
所
の
受
取
状
の
こ
と
と
し
て
用
い
て
い

る
。
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
成
り
立
ち

得
る
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
第
9
次
調
査
の
木
簡
に
つ
い
て
」

『月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
品
珊
　
一
九
九
一
年
）
。
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N

■国司館
●郡関係施設

▲工房

◇竪穴住居

o小規模掘立柱建物
☆水田・畑

鱈

　　　　0　　　　　　　　500m

萱

麟鰍臣。瀞遺跡
・鮪地区．く∂

市川髄跡肥高平地

　　　’一起
　　　　　　水入地区

　0
　　　多賀城廃寺跡・

忌勒地P

　　　o
o高崎遺跡

図3　多賀城前西に広がる街路と国司館・郡関係施設

　　　（r多賀城市史』第1巻より）

図5　題箋軸木簡
　　　（多賀城市教育委員会）

釈
文

・
右
大
臣
殿

　
饅
馬
収
文

・

右
大
臣
殿

　
饅
馬
収
文

図4　国守館の主屋　遺構と1渥復原図を合成したもの

　　　山下遺跡（多賀城市教育委員会）
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当
時
、
陸
奥
国
の
按
察
使
は
大
納
言
ま
で
は
兼
任
し
て
い
る
が
、
右
大
臣
に
昇
進

す
る
と
、
按
察
使
の
職
を
辞
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
陸
奥
国
守
は
、
東
北

地
方
の
最

高
行
政
官
“
按
察
使
”
が
右
大
臣
に
昇
進
す
る
に
あ
た
っ
て
饅
別
と
し
て

陸
奥
国
の
最
高
の
贈
り
物
・
馬
を
進
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
按
察
使
は
在
京
し
て
い
る
が
、
陸
奥
国
を
任
地
と
す
る
建
前
か
ら
一

種
の
儀
礼
と
し
て
右
大
臣
へ
の
貢
馬
を
“
饅
”
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
陸
奥
国

守
か
ら
饅
別
の
馬
が
都
の
右
大
臣
家
に
送
ら
れ
、
そ
の
収
文
（
受
取
状
）
が
陸
奥
国

司
宛
に
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
］
連
の
文
書
（
送
る
際
に
付
せ
ら
れ
る
陸

奥
国
司
解
文
の
案
文
等
）
に
題
箋
を
付
し
て
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が

の

ち
の
陸
奥
・
出
羽
守
か
ら
摂
関
家
へ
の
貢
馬
の
は
じ
ま
り
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　
本

遺
跡
は
、
遺
構
・
遺
物
な
ど
の
考
古
学
的
検
討
か
ら
も
国
司
の
館
と
想
定
で
き

る
し
、
さ
ら
に
本
木
簡
に
よ
っ
て
、
国
守
の
館
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
も
提
示
で

き
る
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
遺
跡
の
年
代
は
十
世
紀
前
半
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
律
令
体

制
の
衰
退
と
と
も
に
地
方
政
治
が
大
き
く
変
質
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
地
方
政
治
の

中
心
と
な
る
国
府
に
お
い
て
も
、
し
だ
い
に
国
司
の
館
の
役
割
が
そ
の
重
要
性
を
増

し
て
く
る
時
期
で
も
あ
る
。

　

ロ
、
国
司
の
館
ー
山
王
遺
跡
多
賀
前
地
区
南
区

　
多
賀
城
の
東
西
大
路
に
接
す
る
南
側
で
国
司
館
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ

た
。　

南
北

二
二
九
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
一
八
メ
ー
ト
ル
の
平
行
四
辺
形
の
区
画
で
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

央

部
を
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
流
れ
る
遣
り
水
状
の
遺
構
が
あ
り
、
こ
れ
と
は
重
複

せ

ず
に
多
数
の
掘
立
柱
建
物
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
九
世
紀
・
十
世
紀
の
遺
構
は
昂

～
脇
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
各
期
と
も
遣
り
水
状
の
遺
構
を
中
心
と
し
た
建
物
配
置

は

基
本

的
に
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
一
貫
し
て
区
画
全
体
が
一
つ
の
施
設
と
し
て
使
わ

図6　山王遺跡多賀前地区南区　9世紀中頃
　　　（『多賀城市史』第1巻より）

れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
遣

り
水
状
の
遺
構
は
幅
○
・
五
～
三
メ
ー
ト
ル
の
蛇
行
す
る
溝
で
、
コ
ー
ナ
ー
付

近

に
は
桝
な
い
し
貯
水
施
設
と
み
ら
れ
る
土
墳
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
園
池
が
な
く
、

直
角
に
屈
折
す
る
部
分
が
あ
る
な
ど
、
一
般
の
「
遣
り
水
」
と
異
な
る
点
も
あ
る
が
、

庭

園
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
十
三
世
紀
に
描
か
れ
た
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
菅
原
道
真
邸
で

寝
殿
造
の
建
物

の

間
を
屈
曲
し
な
が
ら
巡
る
遣
り
水
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
雰
囲

気
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
出
土
遺
物
で
は
、
煮
沸
・
貯
蔵
・
供
膳
用
の
土
器
、
木
製
容
器
、
土
錘
、
砥
石
な

ど
の
多
様
な
日
常
生
活
具
が
出
土
し
て
お
り
、
白
磁
・
青
磁
・
長
沙
窯
系
黄
粕
褐
彩

や

灰

粕
陶
器
・
緑
粕
陶
器
な
ど
の
高
級
品
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
遣
り
水
状
遺

8
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構

周
辺
で
は
供
膳
用
の
土
器
が
集
中
す
る
な
ど
、
千
刈
田
地
区
の
国
守
館
跡
と
類
似

し
た
傾
向
を
示
す
。

　

な
お
、
遣
り
水
状
遺
構
周
辺
か
ら
出
土
し
た
多
量
の
供
膳
用
土
器
の
中
に
「
宮

城
」
「
賀
美
」
コ
旦
理
」
と
い
っ
た
郡
名
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
郡
司
ら
を
招
い
て
の
饗
宴
が
こ
こ
で
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
ハ
、
官
衙
地
区
－
山
王
遺
跡
多
賀
前
北
区

　
南
北
一
二
四
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
前
後
の
や
や
台
形
に
近
い
区
画

で

あ
る
。
九
・
十
世
紀
の
遺
構
は
翫
～
恥
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
各
期
を
通
し
て

東
西
方
向
の
二
条
の
材
木
塀
に
よ
っ
て
南
部
・
中
央
部
・
北
部
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
九
世
紀
後
半
の
恥
期
の
区
画
内
施
設
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
東
西
大
路
に
面
す
る
南
部
で
は
、
三
面
に
廟
の
つ
く
桁
行
五
間
、
梁
行
三
間
の
東

西

棟
を
主
屋
と
し
、
そ
の
南
東
に
副
屋
と
し
て
桁
行
四
間
以
上
、
梁
行
二
間
の
南
北

棟

を
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
囲
む
よ
う
に
北
側
に
八
棟
の
小
規
模
な
高

床
倉
庫
が
コ
の
字
型
に
配
置
し
て
い
る
。
建
物
配
置
お
よ
び
倉
庫
群
の
存
在
か
ら
、

公

的
な
色
彩
の
強
い
空
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
中
央
部
で
は
、
桁
行
が
三
な
い
し
二
間
、
梁
行
が
二
間
の
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物

や

倉
庫
の
ほ
か
井
戸
、
貯
蔵
施
設
が
配
置
さ
れ
、
空
閑
地
の
一
部
は
畠
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
井
戸
、
貯
蔵
施
設
、
畑
は
南
部
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
要
素
で
あ
り
、

家
政
関
連
の
施
設
が
置
か
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
る
。
北
部
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
調
査
区
外
の
た
め
不
明
な
点
が
多
い
。

　
南
部
・
中
央
部
の
出
土
遺
物
に
は
白
磁
・
青
磁
の
ほ
か
灰
粕
陶
器
・
緑
粕
陶
器
・

須
恵

器
・
土
師
器
、
木
製
皿
・
曲
物
、
硯
、
編
み
台
、
農
耕
具
、
紡
錘
車
な
ど
が
あ

⊂
～
＼

　
　
O

磐井

「新田

陸奥国

亘
理

芦r－／

、

）

M

置賜

7
図7　陸奥・出羽両国の郡名分布図
　　　（『多賀城市史』第1巻より）
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、　　西‘

る
。
日
常
生
活
具
が
多
い
点
、
高
級
陶
磁
器
が
豊
富
に
あ
る
点
は
、

多
賀
前
地
区
南
区
と
同
様
で
あ
る
。

図8　山王遺跡多賀前地区北区　9世紀後半
　　　（『多賀城市史』第1巻より）

千
刈
田
地
区
や

　
　
　
　
　
　
　
　

　
二

、
館
前
遺
跡

　
館
前

遺
跡
は
多
賀
城
の
東
南
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
丘
に
所
在
す
る
。

　
館

前
遺
跡
の
発
掘
調
査
結
果
は
、
掘
立
柱
建
物
六
棟
、
整
地
層
・
溝
跡
な
ど
が
発

見

さ
れ
た
。
六
棟
の
建
物
跡
は
同
一
時
期
に
存
在
し
て
お
り
、
多
賀
城
第
皿
期
以
降

と
考
え
ら
れ
る
。
台
地
の
中
央
部
に
位
置
す
る
四
面
廟
の
建
物
を
中
心
と
す
る
建
物

群
の
あ
り
方
は
、
ま
さ
に
多
賀
城
跡
の
政
庁
跡
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
官
衙
遺
跡
で
あ

り
、
多
賀
城
跡
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
遺
跡
で
あ
る
。

　
、
“
－
、
、

過
，
，
ゆ
山

墜
旗
滴
．
繊

　
｛

ぜフ〆
　＼／ト440

　
＼

、・．力　 　　　
’

　　ノ

図9　館前遺跡の遺構全体図

　　（多賀城市教育委員会
　　『館前遺跡』1980年）
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ホ
、
陸
奥
国
内
の
郡
の
出
先
施
設

　
伏
石
地

区
は
北
1
・
2
道
路
と
西
3
・
4
道
路
で
画
さ
れ
る
区
画
の
内
部
に
あ
た

る
。
東
西
大
路
か
ら
は
一
区
画
分
は
な
れ
て
い
る
。
区
画
内
部
に
は
小
規
模
な
掘
立

柱
建
物
跡
が
存
在
し
、
そ
の
ほ
か
鍛
冶
工
房
跡
・
井
戸
跡
・
畑
跡
な
ど
も
確
認
さ
れ

て

い
る
。

　

木
簡
は
区
画
内
の
中
央
よ
り
や
や
南
東
に
あ
る
木
組
み
の
井
戸
跡
S
E
三
〇
三
八

か

ら
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
の
構
築
年
代
は
九
世
紀
第
二
4
半
期
頃
と
考
え
ら
れ
て

　
（
1
0
）

い
る
。

　
　
・
「
會
津
郡

　
　
　
　
主

政
益
継

　

　
・
「
解
文

　
　
　
　
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
八
九
）
×
四
六
×
七
　
〇
六
一

　

本
木
簡
は
、
紙
の
文
書
を
保
管
す
る
目
的
で
付
し
た
題
箋
軸
で
あ
る
。
文
字
の
記

さ
れ
た
題
箋
部
は
、
五
八
×
四
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
や
や
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
題
箋
軸
は
、
会
津
郡
主
政
の
作
成
し
た
解
文
の
案
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
郡
の
主
政
の
解
文
の
案
な
ら
ば
、
本
来
郡
家
に
保
管
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
の
題
箋
軸
は
陸
奥
国
府
・
多
賀
城
下
の
山
王
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ

る
。
平
城
京
に
は
、
相
模
国
の
調
邸
が
設
置
さ
れ
て
い
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
諸

国
か
ら
の
調
庸
物
貢
進
に
際
し
て
、
ま
ず
各
国
か
ら
軽
貨
物
を
都
に
送
付
し
、

平
城
京
に
お
い
て
、
そ
の
軽
貨
物
を
用
い
て
調
庸
品
目
を
調
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

調
邸
は
そ
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
各
国
と
も
都
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
調
邸
の
例
を
参
照
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
会
津
郡
主
政
益
継
・
解
文
案
」

と
記
さ
れ
た
題
箋
軸
は
お
そ
ら
く
、
国
府
に
は
各
郡
の
出
先
機
関
が
存
在
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
多
賀
城
へ
の
人
口
集
中
の
一
端
は
、
径
丁
と
兵
士
に
み
ら
れ
る
。

　
多
賀
城
で
働
い
た
後
丁
は
、
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
に
定
め
ら
れ
た
大
国
の
定

員
に
よ
る
と
、
文
書
作
成
に
携
わ
る
書
手
・
紙
す
き
・
文
書
の
装
丁
・
筆
や
墨
の
製

作
・
文
箱
や
木
簡
の
製
作
・
兵
器
の
製
作
に
携
わ
っ
た
工
人
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

雑

用
に
従
事
し
て
い
る
計
約
七
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
多
賀
城
に
は
、

他
の

国
府
と
異
な
っ
て
多
数
の
兵
士
が
常
駐
し
て
い
た
が
、
そ
の
数
は
、
弘
仁
年
間

（
八
一
〇
～
八
二
四
）
で
五
〇
〇
人
と
い
う
。　　⑪

図10　題箋軸木簡「会津郡主政益継」

　　　　　　　　「解文案」

　　　山王遺跡伏石地区
　　　（宮城県教育委員会）

II



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第78集　1999年3月

s城保

♂

じ

奏浜石窟

＼

＼
高用名

歳’1三↓義1児

、：：‘．、．㊦≠

宮城本姐
／
倉

　
鎌

図11中世の多賀国府（『よみがえる中世〔7〕みちのくの都

　　　平凡社〈1992年〉より）

多賀城・松島』

④
水
陸
交
通
と
港
湾

　
多
賀
城
周
辺
の
水
陸
交
通
は
、
古
代
に
お
い
て
は
、
前
述
の
多
賀
城
前

面
の

南
北
大
路
・
東
西
大
路
な
ど
の
調
査
例
が
あ
る
が
、
周
辺
の
様
相
は

明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
中
世
に
お
け
る
水
陸
交
通
お
よ
び
港
湾
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

況

を
、
近
年
の
中
世
史
研
究
の
成
果
に
基
づ
き
、
簡
略
に
紹
介
し
た
い
。

　

中
世
の
奥
州
街
道
「
奥
大
道
」
は
、
現
在
の
仙
台
市
岩
切
の
東
光
寺
・

冠

川
明
神
の
前
で
冠
川
を
渡
り
、
そ
こ
で
、
北
上
す
る
本
道
「
奥
大
道
」

と
古
代
多
賀
城
の
地
へ
向
か
う
支
道
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
分
か
れ
て
い

た
。　

一
方
、
河
川
交
通
と
港
湾
は
次
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
。

　
古
代
・
中
世
の
多
賀
国
府
周
辺
で
は
、
今
日
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に

す
る
景
観
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
海
水
が
現
在
の
多
賀
城

市
八
幡
付
近
ま
で
入
り
込
み
、
広
大
な
入
海
1
1
“
潟
の
世
界
”
を
つ
く
っ

て

い

た
の
で
あ
る
。
今
で
も
多
賀
城
市
八
幡
・
笠
神
な
ど
に
は
、
往
時
の

海

水
の

侵
入
を
示
す
地
名
が
分
布
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
八
幡
地
区
に

「
塩
入
」
「
塩
留
」
「
塩
窪
」
、
笠
神
地
区
に
は
「
船
塚
」
と
い
っ
た
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
か
つ
て
冠
川
（
七
北
田
川
）
は
岩
切
・
新
田
か
ら
東
流
し
、

市
川
（
砂
押
川
）
を
合
わ
せ
七
ヶ
浜
町
の
湊
浜
の
地
で
太
平
洋
に
注
い
で

い

た
の
で
あ
る
。
湊
浜
は
古
代
・
中
世
に
お
い
て
多
賀
城
・
岩
切
に
通
じ

る
河
口
港
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
波
静
か
で
外
洋
船
も
停
泊
で
き
る
塩
竈
浦
は
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
外

港
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
今
も
「
香
津
千
軒
」
（
「
香
津
町
」
と
い
う
地
名

も
現
在
残
っ
て
い
る
）
と
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
香
津
は
い
う
ま

で
も
な
く
国
府
津
の
宛
字
で
あ
る
。

　
一
方
、
湊
浜
は
、
内
陸
に
直
接
通
ず
る
水
路
（
冠
川
1
1
七
北
田
川
）
を

も
っ
て
い
る
。

12
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図12　運河状遺構　多賀城外南方（砂押川東岸）

　

こ
の
両
者
が
あ
い
ま
っ
て
多
賀
国
府
の
港
湾
機
能
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

そ
こ
で
、
右
の
想
定
に
関
連
す
る
古
代
の
運
河
状
遺
構
が
多
賀
城
跡
の
前
面
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

掘
調

査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
調
査
地
は
多
賀
城
跡
外
郭
南
辺
築
地
西
半
部
の
南
に
位
置
し
、
政
庁
地
区
の
西
に

発

し
、
鴻
の
池
を
通
っ
て
南
に
ひ
ら
く
小
さ
な
沢
の
沢
口
の
西
端
部
に
あ
た
る
。
ま

た
調
査
地
の
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
に
は
砂
押
川
が
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
っ

て

大
き
く
迂
回
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。

　
検
出
し
た
遺
構
は
、
溝
一
〇
、
掘
立
柱
建
物
跡
八
、
一
本
柱
列
一
、
道
路
遺
構
一
、

井
戸
跡
二
、
土
墳
三
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
S
D
一
二
二
一
は
、
断
面
箱
堀

形

を
な
す
大
規
模
な
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
新
旧
二
時
期
の
重
複
が
あ
る
。

新

し
い
方
の
S
D
一
二
二
一
ー
B
大
溝
は
、
長
さ
約
四
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
検
出

し
、
そ
の
規
模
は
上
端
幅
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ

る
。
古
い
方
の
S
D
一
二
二
一
ー
A
は
S
D
一
二
二
一
l
B
大
溝
の
南
端
部
西
壁
で

検

出
さ
れ
た
溝
で
あ
る
。
こ
の
大
溝
は
、
南
北
に
ほ
ぼ
直
線
的
に
延
び
る
大
規
模
な

箱
堀
形
の
溝
で
あ
り
、
溝
底
面
は
北
か
南
に
か
け
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。

周
囲
の
地
形
、
規
模
、
形
状
な
ど
か
ら
み
て
こ
れ
を
自
然
の
水
路
と
見
倣
す
こ
と
は

で

き
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
平
城
京
跡
で
検
出
さ
れ
た
東
堀
河
と
類
似
す
る
点
が

多
い
こ
と
か
ら
多
賀
城
と
南
を
流
れ
る
砂
押
川
と
を
結
ぶ
堀
河
（
運
河
状
遺
構
）
と

み

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
大
溝
と
S
X
一
二
四
〇
道
路
遺
構
は
主
軸
方
向
が
多
賀
城
政
庁
の
中

軸
線
（
磁
北
に
対
し
北
で
約
ぴ
鐙
東
に
振
れ
る
）
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
こ
の
時
期
に
多
賀
城
の
城
外
南
面
に
政
庁
の
中
軸
線
と
方
向
を
同
じ
く
す
る
計

画
的
な
地
割
り
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　
結
局
、
こ
の
地
域
は
A
I
期
（
八
世
紀
）
に
は
耕
作
地
と
し
て
、
A
H
期
（
九
世
紀

前
半
頃
）
に
は
多
賀
城
に
関
わ
る
建
物
な
ど
が
存
在
す
る
地
域
と
し
て
、
B
期
（
十
・

十
一
世
紀
頃
）
に
は
や
は
り
多
賀
城
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
建
物
・
堀
河
・
道
路
・

13
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井
戸

な
ど
が
存
在
す
る
地
域
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

遺

構
の
方
向
に
つ
い
て
は
遺
構
期
ご
と
に
一
定
の
ま
と
ま
り
が
把
え
ら
れ
た
。
す
な

わ

ち
、
A
期
に
は
多
賀
城
の
外
郭
南
辺
築
地
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
B
期
に
は
多
賀
城
の

政

庁
中
軸
線
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方

位
か
ら
も
、
堀
河
は
、
多
賀
城
の
水
陸
交
通
体
系
の
計
画
的
整
備
と
し
て
掘
削
さ
れ

た
も
の
で
、
南
の
入
海
へ
続
く
水
路
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
⑤

祭
祀

　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
律
令
的
祭
祀
と
は
、
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
大
宝
令
』
の
「
神
祇
令
」
に
規

定
さ
れ
た
、
国
家
の
手
に
よ
っ
て
行
う
国
家
的
祭
祀
の
こ
と
を
い
い
、
そ
の
具
体
的

内
容
は
『
延
喜
式
』
に
よ
っ
て
一
応
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
律
令
的
祭
祀
の
な
か
で
重
要
な
祭
祀
の
ひ
と
つ
が
大
祓
で
あ
る
。
大
祓
は
毎
年
六

月
と
十
二
月
の
晦
日
に
、
百
官
男
女
を
祓
所
に
聚
集
し
て
実
修
し
た
祭
祀
で
、
『
貞

観
儀

式
』
な
ど
に
は
朱
雀
門
前
で
行
わ
れ
た
と
み
え
る
。
『
法
曹
類
林
』
に
引
く

「
式
部
記
文
」
に
は
、
大
祓
儀
を
「
大
伴
壬
生
二
門
間
の
大
路
に
於
て
す
」
と
あ
っ

て
、
大
伴
（
朱
雀
）
門
と
壬
生
門
の
間
の
大
路
、
つ
ま
り
二
条
大
路
上
で
行
っ
て
い

る
。　

長

岡
京
跡
の
場
合
は
、
京
外
の
西
と
東
北
に
大
祭
場
が
あ
る
。
平
城
・
長
岡
両
京

跡
の

祭
場
は
、
宮
・
京
・
京
外
と
い
う
三
重
の
構
造
か
ら
な
り
、
平
安
京
に
お
け
る

七

瀬
祓
の
重
層
構
造
に
十
分
対
応
し
、
そ
の
基
本
の
形
が
す
で
に
出
来
上
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
地
方
行
政
の
中
心
で
あ
っ
た
国
府
に
同
種
の
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
木
製
模
造
品
は
本
来
、
都
城
的
な
祭
祀
の
具
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
但
馬
国
府
の
推
定
地
周
辺
の
数
カ
所
か
ら
人
形
・

鳥
形
・
斎
串
な
ど
木
製
模
造
品
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

　

イ
、
万
灯
会

　
万

灯
会
と
は
繊
悔
滅
罪
の
た
め
に
、
多
数
の
灯
明
を
と
も
し
て
仏
菩
薩
に
供
養
す

る
法
会
で
あ
る
。
最
も
古
い
記
事
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
白
雑
二
年
（
六
五
二
十

二

月
に
あ
り
、
朝
廷
が
二
七
〇
〇
余
り
の
灯
明
を
と
も
し
経
典
を
読
ま
せ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
は
、
聖
武
天
皇
が
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
十
二
月
に
金
鐘
寺
と

朱
雀
大
路
で
一
万
灯
を
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
は
金
鐘
寺
で
一
万
五
千
七
百

余
り
を
と
も
し
盧
舎
那
仏
を
供
養
し
た
と
あ
る
。

　

こ
の
法
会
に
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
土
器
が
、
高
崎
遺
跡
井
戸
尻
地
区
と
山
王

遺
跡
東
町
浦
地
区
の
二
箇
所
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
高
崎
遺
跡
井
戸
尻
地
区
は
多
賀
城
廃
寺
の
西
南
約
○
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置

に
あ
り
、
狭
い
範
囲
か
ら
杯
を
主
体
と
し
た
六
四
〇
点
に
も
の
ぼ
る
土
器
群
が
集
中

し
て
出
土
し
た
。
土
器
群
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
形
で
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
杯
の
内
面

に
油
煙
状
の
も
の
が
付
着
し
た
例
が
極
め
て
多
い
点
か
ら
す
る
と
、
多
量
の
灯
明
皿

を
使
う
万
灯
会
な
ど
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

　
も
う
一
箇
所
の
山
王
遺
跡
東
町
浦
地
区
で
も
同
じ
よ
う
な
例
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

方
格
地
割
の
西
端
付
近
で
、
東
西
大
路
跡
の
北
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
小
さ
な
土
墳

（
S
K
一
六
一
）
に
は
、
二
〇
〇
点
以
上
の
土
器
が
重
な
り
あ
う
よ
う
に
埋
め
ら
れ

て

い

た
。
土
器
の
種
類
や
器
種
、
年
代
、
内
面
の
油
煙
の
付
着
な
ど
の
様
相
は
井
戸

尻
地

区
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
先
に
み
た
朱
雀
大
路
で
の
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
土

器
の

出
土
地
点
の
南
に
近
接
す
る
東
西
大
路
で
万
灯
会
が
執
り
行
わ
れ
た
と
み
て
よ

い

で
あ
ろ
う
。

　

ロ
、
道
饗
祭

　

多
賀
城
の
す
ぐ
南
側
、
南
門
の
西
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
運
河
の
堆
積
土
か

ら
一
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
長
さ
二
八
・
五
セ
ン
チ
で
、
表
に
「
口
×
百
焼
平

安
符
未
申
立
符
」
、
裏
に
は
「
口
戌
口
口
平
口
［
×
奉
如
實
急
々
如
律
令
」
と
記
さ

れ

て

い

る
。
木
簡
の
年
代
は
十
一
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
頭
部
を
山
形
に
削
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一

り
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
形
状
は
呪
符
の
典
型
的
な
形
状
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
百
怪

を
鎮
め
除
く
た
め
の
呪
符
で
、
未
申
い
わ
ゆ
る
西
南
の
方
角
に
立
て
た
符
で
あ
る
と

い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
道
饗
祭
（
都
な
ど
の
四
隅
に
神
を
祭
り
、
悪
鬼
の

入

り
来
る
の
を
防
ぐ
祭
）
の
時
、
艮
（
東
北
）
角
・
巽
（
東
南
）
角
・
乾
（
北
西
）

角
と
と
も
に
坤
（
西
南
）
角
に
立
て
ら
れ
た
符
に
あ
た
る
。
平
安
京
に
お
い
て
は
、

内
裏
の
四
隅
と
京
の
四
隅
で
行
う
も
の
を
四
角
祭
、
山
城
の
国
境
で
行
う
も
の
を
四

境
祭
と
い
っ
た
。

　

こ
の
「
未
申
立
符
」
は
、
多
賀
城
の
西
南
部
分
に
あ
た
り
、
城
内
へ
侵
入
し
よ
う

と
す
る
百
怪
の
退
散
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
祭
の
時
に
、
多
賀
城
の
四
隅
に
た
て
ら
れ

た
符
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
道
饗
祭
に
関
連
し
て
、
そ
の
祭
式
構
造
が
類
似
し
て
い
る
の
が
、
鎮
火
祭
で

あ
る
。
鎮
火
祭
は
、
宮
城
四
方
の
外
角
で
、
卜
部
ら
が
火
を
鐙
っ
て
祭
る
も
の
で
、

火

災

を
防
ぐ
た
め
の
祭
祀
で
あ
る
。
宮
城
四
方
の
外
角
と
は
、
宮
城
四
隅
の
チ
マ
タ

で

祀

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
鎮
火
祭
が
地
方
の
国
府
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
下
野
国
府
跡
出
土
の
木
簡
（
削
屑
）
に
「
鎮
火
祭
口

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

口
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
本
木
簡
の
出
土
し
た
大
溝
は
政
庁
か
ら
西
南
約
三
三
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
る
の
で
、
か
り
に
政
庁
を
囲
む
方
二
～
三
町
の
国
庁
域
を
想
定

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
外
辺
に
あ
た
る
。
本
木
簡
の
時
期
は
、
伴
出
し
た
木
簡
に

　　　　　0　　　　　　　　　　　5cm

図13呪符木簡「未申立符」

　　　市川橋遺跡

「
里

正
」
と
い
う
郷
里
制
下
の
職
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
七
一
七
ー
七
四
〇
年
の

間
で
考
え
ら
れ
る
。
国
府
に
お
い
て
、
鎮
火
祭
を
そ
の
国
庁
四
隅
の
チ
マ
タ
で
執
り

行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ハ
、
土
器
埋
設
祭
祀

　
穴
を
掘
っ
て
土
器
を
埋
設
し
た
遺
構
が
、
道
路
の
交
差
点
で
二
二
基
、
他
の
路
上

で
三

基
、
区
画
内
で
九
基
、
方
格
地
割
の
外
で
三
基
の
計
二
八
基
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。　

ま
ず
、
区
画
内
で
検
出
し
た
土
器
埋
設
遺
構
は
、
そ
の
年
代
は
八
世
紀
か
ら
十
世

紀

ま
で
で
あ
り
、
そ
の
場
所
に
施
設
を
建
設
す
る
際
の
地
鎮
な
ど
の
祭
祀
に
と
も
な

う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
道
路
部
分
で
発
見
さ
れ
た
埋
設
遺
構
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら

れ

る
。
第
一
点
は
、
一
六
基
中
二
二
基
ま
で
が
交
差
点
に
あ
り
、
第
二
点
は
埋
設
時

期
が
明
確
な
も
の
は
す
べ
て
十
世
紀
前
半
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
①
～
⑤
に
つ
い
て

は
道
路
の
造
成
工
事
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
の
二
点
か

ら
、
こ
れ
ら
は
辻
を
中
心
と
し
た
道
路
と
い
う
特
定
の
場
所
を
意
識
し
て
、
限
定
さ

れ

た
時
期
に
計
画
的
に
行
わ
れ
た
祭
祀
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
点
と
し
て
、

道

路
以
外
の
埋
設
土
器

は
、
土
師
器
甕
を
使
う
場
合
、
蓋
と
し
て
用
い
た
も
の
を
除
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土器埋設遺構
　◆甕（合口）

　●甕（単体）

　▲杯・高台皿（入子・合口）

　▼杯（単体）

　　　　　　　　　口
　　　　　　」一＿」一」

西町遭地区〔コロ〔］

　　　　　⑮⑯

　　　東町浦地区

『

　　　［［［「［［［［
0　　　　　　　　　　　　500m

○

♂皿瞥。嘉寺跡
一（当゜
　　　　　　　障晶

　　　　　　　　　　④

吻⑲表地区

土器埋設の遺構

埋　設　状　況 地点（図中番号と対応）

土師器甕2個　　　　　　　　　合口　横位 ②⑭

土師器甕と杯　　　　　　　　　合口　横位 ③
交
　
差
　
点

土師器甕1個　　　　　　　　　　　　横位 167

土師器高台皿2個　　　　　　　合口　正位 ⑩

土師器杯2個　　　　　　　　　入子　正位 ④

須恵器杯1個　　　　　　　　　　　　正位 ⑤

路
上
土師器甕2個　　　　　　　　　合口　横位 ⑧⑨⑬

土師器甕1個　　　　　　　　　　　　正位

卿
土師器の甕と杯　　　　　　　　入子　正位 ⑳区

　
画
　
内

土師器甕と須恵系土器杯　　　　合口　正位 ㎞
土師器杯2個　　　　　　　　　入子　正位 ⑳

土師器杯と須恵系土器杯　　　　合口　正位 ⑳

須恵器杯1個　　　　　　　　　　　倒位 ⑳

土師器甕2個　　　　　　　　　合口　横位 ⑰⑱地
割
外 土師器甕1個　　　　　　　　　　　　横位 ⑲

図14万灯会と土器埋設の遺構（『多賀城市史』第1巻より）
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図15　祭祀具の出土地点（『多賀城市史』第1巻より）

け
ば
す
べ
て
長
胴
甕
で
横
位
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
道
路
造
成
中
に

埋
設

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
埋
設
土
器
は
道
路
の
建

設
・
改
修
に
関
わ
る
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
古
代
の
道
と
道
と
が
行
き
合
う
所
、
例
え
ば
三
叉
路
や
四
辻
を
チ
マ
タ
と
い
う
。

先
に
あ
げ
た
道
饗
祭
は
、
元
来
は
チ
マ
タ
に
い
る
ク
ナ
ド
、
後
に
は
ヤ
チ
マ
タ
ヒ
コ
・

ヤ
チ
マ
タ
ヒ
メ
を
も
加
え
た
三
神
に
対
し
、
饗
応
、
奉
幣
し
て
、
外
部
か
ら
侵
入
し

て

来
る
鬼
魅
を
退
散
し
て
ほ
し
い
と
願
う
祭
祀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

し
だ
い
に
本
来
の
意
義
が
薄
れ
、
卜
部
ら
が
京
城
四
隅
の
路
上
で
祀
る
も
の
で
、
外

か

ら
来
る
鬼
魅
が
京
師
に
入
ら
ぬ
よ
う
予
め
道
に
迎
え
て
饗
応
す
る
と
い
う
祭
祀
と

な
っ
た
と
い
う
。

　
多
賀
城
の
街
区
の
道
路
交
差
点
に
埋
設
さ
れ
た
土
器
を
伴
う
祭
祀
は
、
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

チ

マ

タ
祭
祀
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
二

、
人
面
墨
書
土
器

　
人

面
墨
書
土
器
は
、
土
器
に
神
の
顔
を
描
き
、
そ
の
土
器
（
主
に
土
師
器
の
甕
）

の

中
に
、
罪
・
稜
れ
や
災
厄
の
気
息
を
吹
き
込
み
、
と
も
に
川
に
流
す
の
で
あ
る
。

『延
喜
式
』
（
神
舐
）
四
時
祭
大
祓
条
に
は
、
小
石
の
入
っ
た
壷
を
天
皇
に
供
す
る
と

記

さ
れ
て
お
り
、
人
面
墨
書
土
器
に
関
連
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
山
王
遺
跡
多

賀
前
地
区
や
市
川
橋
遺
跡
で
一
〇
〇
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
面
墨
書

土
器
が
い

ず
れ
も
河
川
跡
や
東
西
大
路
の
側
溝
を
中
心
と
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

ホ
、
木
製
形
代
・
斎
串

　
形
代
に
は
人
の
ほ
か
鳥
・
馬
・
蛇
な
ど
が
あ
る
。

　
人

形

は
人
間
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
稜
れ
や
災
い
を
背
負
い
、
川
や
海
に
流
さ
れ

る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
馬
形
は
人
間
の
稜
れ
を
負
っ
た
人
形
を
他
界
へ
運
ぶ
た

め

に
人
形
の
傍
ら
に
立
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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ほ

『

『

⇔

『

平

甲

ー口》

『
図16山形県俵田遺跡祭場復原図（佐藤庄・・「俵田遺跡の祭祀遺構」『えとのす』

　　　第26号　1985年より）

　
一
方
、
斎
串
は
細
い
板
の
下
方
を
剣
先
状
に
尖
ら
せ
、
上
端
部
は
尖
頭
形
あ
る
い

は
台
形
状
に
加
工
し
た
串
で
、
こ
の
串
を
立
て
、
結
界
を
表
わ
し
、
外
部
の
悪
気
を

遮

断
す
る
と
と
も
に
、
人
形
が
負
っ
た
罪
稜
を
外
に
漏
ら
さ
ぬ
役
割
も
果
た
し
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
斎
串
は
多
賀
城
の
南
面
一
帯
か
ら
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上

の
人

面
墨
書
土
器
・
木
製
形
代
・
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
か
を
知
る
手
が
か
り
は
、
山
形
県
八
幡
町
俵

田
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
出
羽
国
府
と
さ
れ
る
城
輪
柵
跡
の
南
東
一
・

八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
旧
河
川
の
岸
辺
に
あ
た
る
。
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
範

囲
内
に
人
面
墨
書
土
器
と
須
恵
器
の
甕
を
核
に
、
木
製
形
代
（
二
九
点
）
、
斎
串

（
八
七

点
）
な
ど
の
祭
具
が
ほ
ぼ
祭
儀
で
使
わ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。

『延
喜
式
』
神
祇
四
時
祭
上
に
は
、
大
祓
に
四
国
の
占
部
が
楊
れ
を
負
わ
せ
た
人
形

を
祓
所
に
解
除
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
祭
祀
遺
構
が
ま
さ
に
祓
所
に
あ
た
り
、

出
羽
国
府
が
執
り
行
っ
た
大
祓
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
祭
祀
遺
構
の
年
代

は
、
九
世
紀
中
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

㈲
生

産

　

イ
、
漆
工
房
・
鍛
冶
工
房

　
漆
工

房
は
、
山
王
遺
跡
八
幡
地
区
・
市
川
橋
遺
跡
・
高
崎
遺
跡
井
戸
尻
地
区
な
ど

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
地
区
で
は
漆
容
器
と
し
て
の
土
師
器
甕
、
漆
液
の
乾
燥
・

変

質
を
防
ぐ
ブ
タ
紙
、
漆
塗
り
作
業
を
記
録
し
た
木
簡
な
ど
漆
塗
り
作
業
に
関
わ
る

遺
物
が
集
中
的
に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
漆
工
房
の
存
在
を
想
定
で
き
る
。
ブ
タ
紙
と

し
て
使
わ
れ
た
た
め
に
遺
存
し
た
漆
紙
文
書
に
は
、
国
府
で
浄
書
さ
れ
た
計
帳
歴
名
、

天

平
五
年
ま
た
は
同
十
二
年
の
戸
口
損
益
帳
（
前
年
籍
と
の
戸
の
異
動
ー
移
住
・
死

亡

な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
）
の
草
案
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
の
具
注
暦

（
日
々
の
吉
凶
・
禍
福
な
ど
を
記
し
た
暦
）
な
ど
が
あ
る
（
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
『
山
王
遺
跡
…
第
1
7
次
調
査
－
出
土
の
漆
紙
文
書
』
一
九
九
五
年
）
。

こ
れ
ら
は
国
府
・
多
賀
城
で
作
成
・
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
ブ

タ
紙
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
工
房
は
多
賀
城
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
官

営
工
房
と
考
え
ら
れ
る
。

　
多
賀
前
地
区
の
東
西
大
路
に
面
し
た
南
区
か
ら
も
、
漆
付
着
土
器
・
漆
の
漉
し
布

・
漆
紙
文
書
・
漆
刷
毛
な
ど
の
漆
関
係
の
遺
物
や
、
鉄
澤
・
輔
の
羽
口
・
送
風
管
・

砥
石

な
ど
の
鍛
冶
関
係
の
遺
物
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
鍛
冶
に
つ
い
て
は

精
錬
鍛
冶
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
区
画
は
国
司
館
で
あ
り
、
こ
れ
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ら
の
漆
工
房
や
鍛
冶
工
房
は
そ
の
付
属
の
工
房
か
、
臨
時
に
置
か
れ
た
工
房
か
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
多
賀
前
地
区
や
市
川
橋
遺
跡
館
前
地
区
で
は
、
河
川
跡
か
ら
、
解
体
の

痕
跡

を
明
瞭
に
残
す
ウ
マ
・
ウ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
多
量
の
獣
骨
が
出
土
し
て
い
る
。

牛
馬
の
扱
い
に
つ
い
て
は
養
老
厩
牧
令
の
中
に
詳
細
な
規
定
が
あ
り
、
平
城
京
や
平

安
京
で
は
皮
革
生
産
な
ど
を
目
的
と
し
た
官
営
の
艶
牛
馬
処
理
工
房
の
存
在
が
明
ら

か

に
な
っ
て
い
る
。
多
賀
城
外
に
も
同
様
の
工
房
が
存
在
し
、
多
賀
城
が
関
わ
っ
て

い

た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
多
賀
前
地
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
骨
や
角
を
利
用
し
た

骨
角
製
品
の
製
作
も
行
わ
れ
て
お
り
、
動
物
の
解
体
か
ら
皮
革
生
産
・
骨
角
細
工
ま

で

の

一
連
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ロ
、
塩
生
産

　
松
島
湾
沿
岸
の
七
ヶ
浜
町
・
塩
竈
市
・
松
島
町
・
鳴
瀬
町
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら

平
安
時
代
ま
で
の
製
塩
遺
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
代
だ
け
で
一
三
九
箇
所

に
の
ぼ
る
。
奈
良
時
代
の
も
の
は
塩
釜
市
新
浜
B
遺
跡
の
一
箇
所
の
み
で
他
は
す
べ

て

平
安
時
代
の
も
の
と
い
う
。
こ
の
状
況
か
ら
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
に
は
多
賀

城
の
近

く
で
盛
ん
に
塩
作
り
の
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
多
賀
城
跡
か
ら
「
…
…
所
出
塩
竈
…
…
」
や
「
塩
竈
木
運
二
十
人
」

と
記
さ
れ
た
製
塩
関
係
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
同
一
木
簡
で
九
世

紀
の

も
の
で
あ
る
。
「
塩
竈
に
使
う
燃
料
で
あ
る
木
を
運
ぶ
二
十
人
」
と
い
う
意
味

で
、
製
塩
に
使
用
す
る
燃
料
の
調
達
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
賀
城
が
、
製
塩
作

業
自
体
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
い
え
る
。

　
ハ
、
製
鉄

　
鉄

は
武
器
を
は
じ
め
工
具
・
農
具
な
ど
の
製
造
に
不
可
欠
の
素
材
で
あ
る
。
国
府
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

多
賀
城
周
辺
で
は
、
多
賀
城
市
柏
木
遺
跡
が
良
好
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
柏
木
遺
跡
は
、
多
賀
城
市
大
代
五
丁
目
に
所
在
し
、
多
賀
城
跡
の
東
方
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
さ
ら
に
多
賀
城
跡
西
門
の
前
を
南
下
し
て
市
の
中
央
部
を
貫
流

す
る
砂
押
川
の
河
口
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
の
立
地
す
る
丘
陵
の
斜
面
を

利
用
し
て
、
大
代
横
穴
古
墳
群
、
桝
形
横
穴
古
墳
群
な
ど
の
多
く
の
横
穴
古
墳
が
造

営
さ
れ
て
い
る
。

　
精
錬
炉
は
四
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
基
の
炉
の
形
態
は
、
基
本
的
に
円
筒

柱
状
の
形
を
と
る
半
地
下
式
竪
形
炉
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
属
し
て
い
る
。
こ
の

タ
イ
プ
の
炉
型
は
奈
良
時
代
初
頭
に
認
め
ら
れ
、
平
安
時
代
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
福
島
県
向
田
A
・
D
遺
跡
、
群
馬
県
菅
ノ
沢
遺
跡
等
に
類
例
を
求

め

る
こ
と
が
で
き
、
両
者
と
も
炉
上
部
に
方
形
状
の
土
墳
が
付
属
す
る
特
徴
を
も
つ
。

こ
れ
ら
は
柏
木
遺
跡
と
極
め
て
よ
く
似
た
構
造
を
も
ち
、
基
本
的
に
こ
の
タ
イ
プ
の

炉
型

に
付
属
す
る
規
格
性
を
も
っ
た
施
設
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

柏
木
遺
跡
で
は
南
北
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
る
丘

陵
斜
面
を
段
築
状
に
造
成
し
て
、
製
鉄
炉
、
木
炭
窯
、
鍛
冶
工
房
跡
な
ど
の
遺
構
を

コ

ン

パ

ク
ト
に
配
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
の
製
錬
炉
の
年
代
は
、
出
土
遺
物
の
特
徴

か

ら
八
世
紀
前
半
代
と
み
ら
れ
、
多
賀
城
の
創
建
年
代
に
相
当
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
柏
木
遺
跡
は
多
賀
城
と
の
位
置
関
係
、
八
世
紀
の
歴
史
的
背
景
な

ど
も
総
合
し
て
考
え
る
と
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
直
営
の
製
鉄
所
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

・
つ
。

⑦
中
世
の
多
賀
国
府

　
多
賀
城
跡
内
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
遺
構
は
ほ
ぼ
十
世
紀
代
に
終
末
期
を

迎

え
て
い
る
も
の
と
現
段
階
で
判
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
近
年
、
中
世
史
の
立

場
か

ら
、
中
世
の
多
賀
国
府
は
、
多
賀
城
跡
の
近
く
、
現
在
の
仙
台
市
岩
切
の
地
を

中
心
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以

下
、
斉
藤
利
男
氏
が
整
理
さ
れ
た
中
世
都
市
と
し
て
の
多
賀
国
府
に
つ
い
て
引

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

用
し
て
お
き
た
い
（
図
1
1
「
中
世
の
多
賀
国
府
」
参
照
）
。

　
岩
切
の
地
は
、
「
奥
大
道
」
（
中
世
の
奥
州
街
道
）
が
冠
川
（
七
北
田
川
）
を
渡
る

Ig
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水
陸
交
通
の
要
地
に
位
置
す
る
。
か
っ
て
奥
大
道
は
、
岩
切
の
東
光
寺
・
冠
川
明
神

（志
波

彦
神
社
）
の
前
で
冠
川
を
渡
り
、
そ
こ
で
北
上
す
る
本
道
「
奥
大
道
」
と
古

代
多
賀
城
の
地
へ
向
か
う
支
道
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
分
か
れ
て
い
た
。
『
留
守
文

書
』
に
あ
る
鎌
倉
時
代
の
留
守
氏
の
譲
状
に
よ
る
と
、
中
世
の
岩
切
付
近
に
は
、
冠

屋

市
場
」
「
河
原
宿
五
日
市
場
」
と
い
う
二
つ
の
市
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
岩
切
を
中
心
に
、
北
の
神
谷
沢
（
中
世
の
紙
屋
）
、
利
府
（
中
世
の
村
岡
）
、

東
の
新
田
・
南
宮
・
山
王
・
市
川
（
古
代
多
賀
城
の
地
）
、
南
の
余
目
一
帯
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
、
中
世
に
お
い
て
、
「
高
用
名
（
こ
う
ゆ
う
み
ょ
う
）
」
と
い
う
名
の
所
領
に
編
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
か
っ
て
の
多
賀
城
を
取
り
囲
む
領
域
で
、
陸
奥
国
留
守
職

を
も
つ
留
守
氏
が
高
用
名
全
体
の
地
頭
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
こ
う
ゆ
う
」
の
名
も

「
国
府
用
（
こ
ふ
よ
う
）
」
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
、
国
府
一
帯
の
特
別
行
政
区
と
し

て

建
て

ら
れ
た
所
領
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

多
賀
国
府
に
お
い
て
「
府
中
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
“
境
の
祭
祀
”
を
と
り
行
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
東
宮
・
西
宮
・
南
宮
・
北
宮
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
領
域
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
宮
は
塩
竈
浦
の
入
口
に
あ
た
る
東
宮
浜
に
、
北
宮
は
利
府
の
北
、
奥

大

道
に
置
か
れ
た
「
勿
来
の
関
」
東
側
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
南
宮
も
古
代
多
賀
城
の

南
に
「
南
宮
」
の
地
名
が
残
る
。
ま
た
西
宮
と
は
、
古
代
か
ら
岩
切
の
地
に
あ
っ
た

式

内
社
志
波
彦
神
社
（
冠
川
明
神
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
多
賀
国
府
へ
向

か

う
水
陸
交
通
の
要
地
に
位
置
し
、
国
府
周
辺
の
寺
社
・
工
房
・
居
館
な
ど
も
、
す

べ
て

四
つ
の
神
社
に
囲
ま
れ
る
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
世
に
お

い

て

も
、
大
都
市
京
都
・
鎌
倉
で
は
、
都
市
の
入
口
で
境
界
祭
祀
（
四
角
四
境
祭
な

ど
）
を
行
い
、
疫
病
や
ケ
ガ
レ
を
都
市
域
か
ら
追
放
す
る
思
想
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
岩
切
の
北
を
取
り
囲
む
丘
陵
は
、
中
央
部
が
国
衙
在
庁
官
人
の
守
護
神
の
鎮
座
す

る
聖
地
で
あ
り
、
丘
陵
の
東
西
の
端
に
あ
た
る
一
帯
は
、
人
々
の
霊
魂
が
あ
の
世
に

行
く
霊
地
と
し
て
発
展
す
る
と
い
う
、
特
徴
あ
る
全
体
構
造
を
な
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
と
く
に
後
者
の
“
都
市
の
霊
地
”
の
存
在
は
、
鎌
倉
や
遠
江
国
府
（
見
附
）
な

ど
主
だ
っ
た
中
世
都
市
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。

⑧
諸
要
素
の
整
理

　
多
賀
城
跡
の
南
面
を
中
心
と
し
た
地
域
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
“
都
市
”
の
条

件

と
考
え
ら
れ
る
数
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
そ
れ
ら
の
条

件
を
も
う
一
度
整
理
し
て
み
た
い
。

　

イ
、
道
路
網
と
街
区
の
設
定

　
多
賀
城
跡
外
の
南
西
部
に
あ
た
る
微
高
地
で
は
、
道
路
網
は
、
幅
約
二
三
メ
ー
ト

ル

の

南
北
大
路
や

幅
約
一
ニ
メ
ー
ト
ル
の
東
西
大
路
と
、
こ
れ
ら
と
平
行
あ
る
い
は

直
交
し
て
縦
横
に
走
る
幅
三
～
八
メ
ー
ト
ル
の
多
数
の
小
路
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
多
賀
城
外
の
道
路
網
は
大
き
く
三
段
階
の
変
遷
を
経
て
、
整
備
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
九
世
紀
初
頭
頃
に
行
わ
れ
た
n
期
の
整
備
で
は
、
東
西
大
路
を
中
心
と
し
て
、

一
辺

が
一
一
〇
～
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
平
行
四
辺
形
の
区
画
を
単
位
と
し
た
方
格
地

割
n
町
並
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
皿
期
の
九
世
紀
後
半
頃
に
は
地
割
の
範
囲
は
南

北

に
拡
大
し
、
や
や
変
形
で
は
あ
る
が
、
碁
盤
状
の
地
割
が
完
成
し
た
。

　

ロ
、
地
区
構
成

　
地

割
内
部
は
、
部
分
的
に
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
掘
立
柱

建
物
跡
・
竪
穴
住
居
跡
な
ど
を
配
置
す
る
地
域
と
し
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
東

西
大
路

に
面
し
た
区
画
で
は
、
山
王
遺
跡
千
刈
田
地
区
や
多
賀
前
地
区
に
国
司
の
館

が

あ
り
、
上
級
官
人
の
住
居
地
域
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
敷
地
は
一
町
四
方
の
区

画
全
体
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
大
路
か
ら
や
や
離
れ
た
地
域
で
は
陸
奥
国
内
の
郡

に
関
わ
る
施
設
や
工
房
、
下
級
官
人
の
住
居
が
置
か
れ
て
い
る
。

ハ

、
水
陸
交
通
と
港
湾

行
政
と
物
資
流
通
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

交
通
路

と
港
湾
施
設
の
整
備
が
不
可

20
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欠

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
主
要
官
道
と
そ
の
ア
ク
セ
ス
と
港
湾
に
つ
い
て
は
、
多
賀
城
外
前
面
の
道

路
網
の
整
備
状
況
は
先
に
み
た
よ
う
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

多
賀
城
周
辺
の
広
範
囲
な
地
域
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
中
世
の
多
賀

城
周
辺
の
状
況
か
ら
古
代
の
姿
を
類
推
す
る
し
か
な
い
。

　

中
世
に
は
「
奥
大
道
」
は
、
現
在
の
仙
台
市
岩
切
の
冠
川
明
神
（
延
喜
式
内
社
志

波
彦
神
社
）
の
前
で
冠
川
（
七
北
田
川
）
を
渡
り
、
そ
こ
で
、
北
上
す
る
本
道
「
奥

大
道
」
と
古
代
多
賀
城
の
地
へ
向
か
う
支
道
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
水
上
交
通
と
港
湾
は
、
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る
。
多
賀
城
の
東
門
か

ら
出
る
と
、
道
は
塩
竈
浦
に
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
は
陸
奥
国
一
宮
塩
竈
神
社
の
所
在

地

で

あ
り
、
塩
竈
津
は
陸
奥
国
の
「
国
府
津
」
た
る
重
要
な
港
で
あ
っ
た
。

　

国
府
関
連
の
港
に
は
、
も
う
一
つ
、
冠
川
の
河
口
に
開
け
た
「
湊
浜
」
が
あ
っ
た
。

多
賀
城
跡
の
南
面
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
十
世
紀
前
半
と
み
ら
れ
る
運
河
状
遺

構

は
、
多
賀
城
か
ら
南
の
入
海
へ
続
く
水
路
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
、
祭
祀

　
律
令
的
祭
祀
は
、
神
舐
令
に
規
定
さ
れ
た
、
国
家
的
祭
祀
の
こ
と
を
い
い
、
地
方

に
お
い
て
は
、
国
府
や
郡
家
な
ど
で
も
盛
ん
に
実
施
さ
れ
、
周
辺
の
村
落
祭
祀
と
異

な
る
状
況
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
都
の

朱
雀
大
路
で
行
わ
れ
た
万
灯
会
は
、
多
賀
城
前
面
の
東
西
大
路
や
多
賀
城
廃

寺
近
く
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
饗
祭
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
は
、
外
か
ら
来
る

魑
魅

が
、
京
都
に
入
ら
な
い
よ
う
、
道
で
迎
え
て
饗
遇
す
る
も
の
で
あ
る
。
都
城
の

四

隅
の
道
は
境
界
と
し
て
祭
祀
の
場
と
定
め
ら
れ
た
。
多
賀
城
外
の
西
南
部
か
ら
出

土

し
た
「
未
申
立
符
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
は
、
城
内
へ
侵
入
し
よ
う
と
す
る
百
怪
の

退

散
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
祭
祀
の
時
に
、
多
賀
城
の
四
隅
に
た
て
ら
れ
た
道
饗
祭
の

符
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
律
令
的
祭
祀
に
係
わ
る
遺
物
と
さ
れ
る
墨
書
人
面
土
器
・
土
馬
・
人
形
・

斎
串
な
ど
が
、
多
賀
城
の
南
面
各
所
か
ら
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
多

賀
城
南
面
の
方
格
地
割
の
中
で
盛
ん
に
律
令
的
な
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
ホ
、
生
産

　

都
市
に
お
い
て
は
、
各
種
の
生
産
機
構
を
集
中
し
て
設
定
・
管
理
し
、
都
市
民
の

多
量
消
費
と
流
通
に
対
処
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
多
賀
城
の
町
並
の
中
に
は
、
漆
作
業
や
鍛
冶
に
関
わ
る
遺
物
、
解
体
さ
れ
た
牛
馬

骨
、
骨
角
器
の
未
製
品
な
ど
の
遺
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
出
土
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の

工

房
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
賀
城
周
辺
に
は
、
大
規
模
な
製
鉄
や
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

塩
関
係
の
生
産
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
中
世
の
多
賀
国
府
の
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
と
す
る
“
都
市
の
霊
地
”
に

つ
い

て

は
、
古
代
に
お
け
る
多
賀
城
周
辺
に
お
け
る
墳
墓
群
の
所
在
が
、
今
後
の
発

掘

調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
大
宰

府
の
場
合
は
、
宮
ノ
本
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
大
宰
府
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
墳
墓
群

は
、
一
般
的
に
は
高
位
の
官
人
一
族
の
墳
墓
群
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
前

国
に
お
い
て
は
、
久
池
井
B
遺
跡
、
泉
三
本
栗
遺
跡
を
は
じ
め
、
そ
の
近
在
に
集
中

す
る
当
該
期
の
墳
墓
遺
跡
は
、
佐
賀
市
北
端
部
と
大
和
町
の
微
高
地
に
位
置
し
、
そ

こ
か
ら
見
え
る
平
野
部
に
肥
前
国
府
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

墳
墓
群
は
、
肥
前
国
府
に
関
与
す
る
官
人
の
奥
津
城
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

③
多
賀
城
と
都
市
概
念

　
以
上

の

よ
う
に
多
賀
城
に
関
す
る
古
代
都
市
の
構
成
要
素
を
列
記
し
て
み
た
。
し

か

し
、
こ
う
し
た
要
素
を
包
括
す
る
よ
う
な
よ
り
本
質
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
最
後

に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
歴
博
の
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の

研

究
」
の
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
八
七
年
三
月
）
を
踏
ま
え
て
、
井
上
満
郎
氏
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（
2
3
）

が
次

に
示
す
よ
う
な
大
き
な
疑
問
を
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
井
上
氏
の
疑
問
は
、
多
賀

城

ま
た
国
府
を
“
都
市
”
と
み
な
す
見
解
に
と
っ
て
、
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
問
題
で
あ
る
。

田
都
市
規
制
ー
井
上
満
郎
氏
の
疑
問

　

井
上
満
郎
氏
は
、
国
府
に
お
け
る
都
市
規
制
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。

　
都
市
と
い
う
歴
史
的
名
辞
は
、
そ
の
重
要
な
一
部
分
と
し
て
境
界
概
念
を
ふ
く
む
。

都
市
地
域
は
、
そ
う
で
な
い
地
域
と
な
ん
ら
か
の
要
素
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
平
安
京
は
、
大
路
・
小
路
の
広
狭
、
京
内
の
清
掃
、

家
屋
の
建
築
、
街
路
樹
の
設
置
、
水
田
耕
営
の
禁
止
、
行
路
病
者
等
の
処
置
、
堀
川

の

維
持
、
等
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
規
制
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
都
市

規

制
が
、
平
安
京
を
宮
都
と
し
て
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で

も
な
く
、
こ
の
都
市
規
制
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
平
安
京
は
平
安
京
以
外
の
地
と

区
別
さ
れ
る
地
域
、
す
な
わ
ち
都
市
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
少
な
く
と
も
、
国
府
に

も
な
ん
ら
か
の
都
市
規
制
が
あ
れ
ば
、
国
府
を
都
市
と
認
識
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
任
国
へ
の
入
口
と
館
の
入
口
の
二
箇
所
以
外
に
な
ん
ら
か
の
境
界
を
示
す
記
載
は

な
い
。
国
司
の
任
務
や
執
務
に
と
っ
て
、
国
府
『
域
』
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
国
内
に
は
郡
と
い
う
行
政
区
画
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
い

か

な
る
区
画
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
つ
ま
り
は
国
府
に
は
都
市
規
制
は
存
在
し
よ
う

が

な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
府
を
古
代
都
市
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
多
賀
城
前
面
地
区
に
お
け
る
方
位
規
制

　
八
世
紀
後
半
の
1
期
に
政
庁
中
軸
線
に
一
致
す
る
南
北
大
路
と
、
南
辺
築
地
に
平

行
す
る
東
西
大
路
が
造
ら
れ
る
と
、
両
大
路
の
方
向
が
そ
の
後
に
南
北
・
東
西
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
設
置
す
る
際
の
基
準
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
八
世

紀
段
階
の
建
物
等
の
方
向
も
注
目
さ
れ
る
。
山
王
遺
跡
八
幡
地
区
で
発
見
さ

れ

た
掘
立
柱
建
物
跡
・
竪
穴
住
居
跡
の
方
向
は
一
定
で
、
政
庁
中
軸
線
と
一
致
す
る
。

ま
た
、
高
崎
遺
跡
弥
勒
地
区
で
も
竪
穴
住
居
跡
の
方
向
が
一
定
で
、
地
形
の
傾
斜
に

沿
う
こ
と
な
く
真
北
か
ら
や
や
東
に
偏
し
た
方
向
を
と
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
調

査

区
、
多
賀
城
跡
外
郭
南
辺
築
地
西
半
部
の
南
地
区
で
は
、
A
期
（
八
～
九
世
紀
前

半

頃
）
の
建
物
等
は
多
賀
城
の
外
郭
南
辺
築
地
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
B
期
（
十
・
十
一

世
紀

頃
）
の
大
規
模
な
溝
や
道
路
状
遺
構
は
、
多
賀
城
の
政
庁
中
軸
線
に
ほ
ぼ
一
致

す
る
。

　
以

上
の

例

は
、
多
賀
城
や
多
賀
城
廃
寺
か
ら
何
ら
か
の
規
制
を
受
け
た
結
果
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
一
方
、
多
賀
城
か
ら
離
れ
た
新
田
遺
跡
の
遺
構
の
方
位
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

S
X
八
五
〇
道
路
跡
の
南
側
約
＝
ハ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
S
D
一
］
七
八
溝
跡
、

約
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
S
D
二
七
八
溝
跡
、
約
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
S
D

一

一
七

九
溝
跡
の
間
は
道
路
跡
で
あ
り
、
両
溝
跡
は
そ
の
北
側
溝
と
南
側
溝
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
S
X
八
五
〇
廃
絶
後
、
そ
の
南
側
に
新
し
い
道
路
（
路
幅
約
一

九

～
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
作
ら
れ
て
い
る
。
新
田
遺
跡
の
道
路
跡
も
山
王
遺
跡
の
も

の

と
同
様
に
灰
白
色
火
山
灰
降
下
後
ま
で
存
続
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
と
こ
ろ
で
S
X
八
五
〇
道
路
跡
は
、
多
賀
城
の
政
庁
中
軸
線
・
外
郭
南
辺
の
い
ず

れ

の

方
向
と
も
一
致
し
て
い
な
い
。
山
王
・
新
田
遺
跡
で
発
見
し
た
二
条
の
道
路
跡

は
方
向
が
異
な
る
も
の
の
同
一
の
道
路
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
多
賀
城
に
近
い
範

囲
は
そ
れ
に
強
く
規
制
さ
れ
、
本
遺
跡
の
よ
う
に
や
や
離
れ
た
地
域
に
な
る
と
地
形

に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

③
多
賀
郡
・
宮
城
郡
・
多
賀
郷

　
宝

亀
年
間
の
征
討
が
不
調
に
終
わ
っ
た
後
を
う
け
て
、
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
、

蝦
夷
の
騒
擾
を
理
由
に
征
討
を
企
て
、
持
節
征
討
将
軍
に
大
伴
家
持
が
任
ぜ
ら
れ
て

い

る
。
そ
の
家
持
の
在
任
中
の
事
績
を
伝
え
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』

延
暦
四

年
（
七
八
五
）
四
月
辛
未
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
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然

惹
ー
・
：

◎「階上」　須恵器」不底部外面

　多賀城跡　9世紀前半

　　　、・・繋　　総繊パ癬

露謹漂∴∴
⇔「宮郡」　須恵器杯底部外面

　多賀前地区大路北側溝　9世

　紀前半

　　　　　図17墨書土器

⑧「宮城」　須恵器高台杯底部外

　面　多賀前地区遣（や）り水遺

　跡　9世紀前半

　
　
中
納
言
従
三
位
兼
春
宮
大
夫
陸
奥
按
察
使
鎮
守
将
軍
大
伴
宿
祢
家
持
等
言
。
名

　
　
取
以
南
一
十
四
郡
。
僻
在
・
山
海
輪
去
レ
塞
懸
遠
。
属
レ
有
二
徴
発
↓
不
レ
会
機
急
。

　
　
由
・
是
権
置
二
多
賀
、
階
上
二
郡
づ
募
ゴ
集
百
姓
⇒
足
二
人
兵
於
国
府
』
設
一
防
禦

　
　
於
東

西
』
誠
是
備
二
預
不
虞
⇒
推
二
鋒
万
里
一
者
也
。
但
以
。
徒
有
二
開
設
之
名
。

　
　
一
未
レ
任
二
統
領
之
人
づ
百
姓
顧
望
。
無
レ
所
レ
係
レ
心
。
望
請
。
建
為
一
真
郡
っ
備
コ

　
　
置
官
員
。
然
則
民
知
二
統
摂
之
帰
。
賊
絶
一
一
窺
器
之
望
。
許
レ
之
。

　

こ
の
条
の
内
容
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
名
取
以
南
の
一
四
郡
は
陸
奥

国
北
部
の
城
柵
な
ど
か
ら
遠
い
た
め
、
緊
急
の
徴
発
等
の
時
に
は
間
に
合
わ
な
い
。

そ
こ
で
、
国
府
の
近
く
に
多
賀
・
階
上
（
し
な
か
み
）
の
二
郡
（
権
郡
）
を
置
き
、

百
姓
を
集
住
さ
せ
た
。
し
か
し
、
郡
と
し
て
の
組
織
は
と
と
の
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
こ
の
た
び
、
権
郡
を
真
郡
と
し
て
人
員
を
配
置
し
、
郡
と
し
て
の
機
能
を
は
た

し
う
る
よ
う
、
つ
ま
り
緊
急
の
対
応
が
十
分
出
来
る
よ
う
願
い
出
て
許
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
施
策
は
砦
麻
呂
の
乱
〔
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
〕
の
衝
撃
と
そ
の
後
の
騒

擾
状
態
に
対
処
し
て
、
多
賀
城
と
陸
奥
国
北
部
の
防
備
を
目
的
と
し
た
措
置
と
考
え

ら
れ
る
。

　

こ
の
多
賀
郡
は
こ
れ
以
降
の
史
料
に
は
一
切
見
え
な
い
。
『
延
喜
式
』
（
神
名
）
に

は

宮
城
郡
に
「
多
賀
神
社
」
が
あ
り
、
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
国
府
所
在
郡
を
宮
城

郡

と
し
て
、
そ
の
宮
城
郡
の
郷
名
に
「
多
賀
郷
」
「
科
上
（
し
な
か
み
）
郷
」
が
み

え
る
。

　
宮
城
郡
！
〔
郷
名
〕
赤
瀬
・
磐
城
・
科
上
・
丸
子
・
大
村
・
白
川
・
宮
城
・
余
戸
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
6
）

　
　
　
　
　
多
賀
・
柄
（
栖
）
屋
（
元
和
古
活
字
本
に
よ
る
）

　
と
こ
ろ
で
、
宮
城
郡
の
初
見
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
十
一

月
己
未
条
で
あ
る
。

　
一
方
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
二
月
丙
寅
条
に
は
「
陸
奥
国

調
庸
者
。
多
賀
以
北
諸
郡
令
レ
輸
二
黄
金
一
」
と
あ
る
。
こ
の
「
多
賀
以
北
諸
郡
」
と

い

う
表
現
は
、
「
名
取
以
南
一
十
四
郡
」
（
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
〈
七
八
五
〉
四
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月
辛
未
条
）
、
「
黒
川
郡
以
北
」
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
〈
七
四
二
〉
正
月
己
巳

条
）
、
「
黒
川
以
北
奥
郡
」
（
『
類
聚
三
代
格
』
大
同
五
年
〈
八
一
〇
〉
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

官
符
）
な
ど
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
多
賀
城
以
北
諸
郡
」
で
は
な
く
、
「
多
賀

へ郡
以
北
諸

郡
」
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
天
平
勝
宝
四
年
の
時
点
で

真

郡
・
多
賀
郡
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
推
測
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
、

ま
も
な
く
、
宮
城
郡
が
成
立
し
、
些
麻
呂
の
乱
の
多
賀
城
攻
略
を
機
に
、
宮
城
郡
と

は
別
に
権
郡
と
し
て
の
多
賀
郡
・
階
上
郡
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
延
暦
四
年
の
時
点
で

権
郡
か
ら
真
郡
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
宮
城
郡
の
中
に
多
賀

城
の
地

を
中
心
と
し
て
多
賀
郡
・
階
上
郡
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
も
な
く
多
賀
城
周
辺
の
情
勢
の
安
定
下
で
、
多
賀
・
階
上

の

二

郡
は
廃
さ
れ
、
宮
城
郡
の
多
賀
郷
・
科
上
郷
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
の
よ
う
な
推
測
は
、
“
宮
城
”
郡
の
地
名
が
尋
常
で
は
な
く
、
「
多
賀
城
」
成
立
後
、

そ
れ
に
因
む
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
よ
り
妥
当
性
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
東
北

の

城
柵
全
般

に
お
い
て
八
世
紀
半
ば
以
降
に
「
柵
」
か
ら
「
城
」
へ
の
用
語
の
変
化

が
み

ら
れ
、
多
賀
城
も
同
様
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
多
賀
柵
」
（
『
続
日

本

紀
』
天
平
九
年
〈
七
三
七
〉
四
月
戊
午
条
初
見
）
で
は
な
く
、
多
賀
城
（
『
続
日

本
紀
』
宝
亀
十
一
年
〈
七
八
〇
〉
三
月
丁
亥
条
初
見
で
は
あ
る
が
、
多
賀
城
碑
に
よ

れ

ば
、
天
平
宝
字
六
年
〈
七
六
二
〉
の
時
点
で
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
）
の
成
立

後

と
な
る
と
、
宮
城
郡
の
成
立
時
期
は
八
世
紀
半
ば
頃
、
下
限
を
宮
城
郡
の
初
見
記

事
の
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
上
記
の
推
測
も
十
分
に
成

り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
上
記
の
見
方
を
変
え
て
み
る
な
ら
ば
、
天
平
勝
宝
四
年
時
の
宮
城
郡
成
立

前
の
多
賀
郡
は
と
も
か
く
、
宮
城
郡
成
立
後
、
別
に
設
置
さ
れ
た
権
郡
・
多
賀
郡
は

『和
名
類
聚
抄
』
の
宮
城
郡
内
の
多
賀
郷
に
相
当
す
る
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。　

と
こ
ろ
で
、
中
世
に
お
い
て
は
、
岩
切
を
中
心
に
北
の
神
谷
沢
（
中
世
の
紙
屋
）
・

利
府
（
中
世
の
村
岡
）
、
東
の
新
田
・
南
宮
・
山
王
・
市
川
（
古
代
の
多
賀
城
の
中

心

地
）
、
南
の
余
目
（
余
部
）
…
帯
の
地
域
は
、
「
高
用
名
」
と
い
う
名
の
所
領
に
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
高
用
名
に
つ
い
て
、
大
石
直
正
氏
の
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
高
用
名
は
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
「
た
か
も
ち
の
名
」
と
も
「
か
う
ゆ
ふ

み

や

う
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
後
者
で
、
「
国
府
用
の
名
」
す
な
わ
ち

国
衙
に
附
属
す
る
名
の
意
味
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
名
は
、
鎌
倉
時
代
に
は

在
庁
官
人
の
統
率
者
で
あ
る
留
守
職
を
世
襲
す
る
留
守
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
。
留
守

職
そ
の
も
の
が
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、

留
守
職
と
高
用
名
の
関
係
も
平
安
時
代
以
来
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

　
結

局
の
と
こ
ろ
、
多
賀
郡
・
宮
城
郡
を
経
て
、
権
郡
の
多
賀
郡
・
階
上
郡
の
領
域

は
、
『
和
名
類
聚
抄
』
宮
城
郡
の
多
賀
郷
・
科
上
郷
に
継
承
さ
れ
、
や
が
て
留
守
職

に
よ
る
高
用
名
（
国
府
用
の
名
）
と
い
う
形
で
、
国
府
一
帯
の
特
別
行
政
区
と
し
て

建
て
ら
れ
た
所
領
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
∀

　
　
④
城
柵
と
城
辺

　
城
柵
の
修
理

に
つ
い
て
、
養
老
軍
防
令
城
陸
条
な
ら
び
に
縁
辺
諸
郡
人
居
条
に
次

の

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
○
凡
城
陸
崩
頽
者
。
役
二
兵
士
一
修
理
。
若
兵
士
少
者
。
聴
レ
役
二
随
近
人
夫
づ
遂
二

　
　
閑
月
一
修
理
。
其
崩
頽
過
多
。
交
闘
二
守
固
一
者
。
随
即
修
理
。
役
詑
。
具
録
申
二

　
　
太
政
官
↓
所
レ
役
人
夫
。
皆
不
レ
得
レ
過
二
十
日
ゆ

　
○
凡
縁
二
東
辺
北
辺
西
辺
・
諸
郡
人
居
。
皆
於
二
城
墾
内
一
安
置
。
（
中
略
）
其
城
墾

　
　
崩
頽
者
。
役
二
当
処
居
戸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
城
の

堀
の
修
理
に
は
兵
士
、
兵
士
が
少
な
い
場
合
は
近
辺
の
人
夫
を
役
し
（
大
宝

令
で

は
兵
士
が
少
な
い
か
い
な
い
場
合
は
、
人
夫
を
役
す
）
、
城
径
の
修
理
に
は
当

処
の

居
戸

を
役
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
軍
防
令
の
規
定
の
実
施
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
○

『続

日
本
後
紀
』
承
和
十
年
（
八
四
三
）
四
月
丁
丑
条

　
　
陸
奥
鎮
守
将
軍
従
五
位
下
御
春
朝
臣
浜
主
言
。
健
士
元
勲
位
人
也
。
既
脱
二
調
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庸
迫
亦
無
・
課
役
↓
（
中
略
）
而
勲
位
悉
尽
。
無
二
人
充
行
4
伍
任
二
格
旨
⇒
差
ゴ

　
　
行
白
丁
づ
全
給
二
公
根
』
兼
免
二
調
庸
づ
人
同
役
異
也
。
請
射
下
健
士
。
准
・
兵

　
　
士
下
兵
つ
同
令
・
役
レ
修
コ
理
城
陸
↓
許
レ
之
。

　

こ
の
例
か
ら
も
、
軍
防
令
城
陸
条
で
い
う
兵
士
は
実
際
、
上
兵
・
下
兵
の
区
別
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

あ
り
、
城
陛
修
理
に
従
事
し
た
の
は
専
ら
下
兵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
城
柵
造
営

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
城
柵
の
修
理
に
は
、
お
そ
ら
く
鎮
守
府
の
指
揮

下

で

番
上
兵
士
（
下
兵
）
お
よ
び
城
下
の
民
な
ど
を
動
員
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い

う
ま
で
も
な
く
、
城
柵
に
は
柵
戸
や
帰
降
の
夷
俘
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の

柵
戸
が

調
庸
を
復
さ
れ
て
移
住
し
た
こ
と
は
史
料
上
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
類

聚

国
史
』
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
五
月
戊
午
条
に
、

　
　
陸
奥
国
言
。
帰
降
夷
俘
。
各
集
二
城
塞
づ
朝
参
相
続
。
出
入
宴
繁
。
夫
馴
レ
荒
之

　
　
道
在
二
威
与
r
徳
。
若
不
二
優
賞
一
恐
失
二
天
威
↓
今
夷
俘
食
料
充
用
不
レ
足
。
伏
請

　
　
佃
計
町
以
充
二
雑
用
づ
許
レ
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
帰
降
の
夷
俘
ら
は
城
制
下
で
は
、
夷
俘
料
の
支
給
を
う
け
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
当
初
の
城
柵

関
係
史
料
に
み
え
る
「
柵
養
蝦
夷
」
（
『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
四
年
く
六
五
八
V
七

月
甲
申
条
）
、
「
城
養
蝦
夷
」
（
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
年
〈
六
八
九
〉
正
月
丙
辰

条
）
な
ど
も
同
様
に
夷
俘
料
の
支
給
を
う
け
て
い
た
蝦
夷
の
意
と
理
解
で
き
よ
う
。

城

制
と
は
調
庸
を
免
除
さ
れ
た
柵
戸
や
夷
俘
料
な
ど
の
支
給
を
う
け
た
帰
降
夷
俘
な

ど
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
○

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
十
一
月
癸
巳
条

　
　
出
羽
国
言
。
秋
田
城
建
置
以
来
鼎
余
年
。
土
地
境
埆
。
不
レ
宜
二
五
穀
4
加
以
孤
ゴ

　
　
居
北
隅
っ
無
レ
隣
二
相
救
↓
伏
望
永
従
二
停
廃
↓
保
・
河
辺
府
一
者
。
宜
乙
停
レ
城
為
レ

　
　
郡
。
不
レ
論
－
土
人
浪
人
↓
以
下
住
二
彼
城
一
者
上
編
附
甲
焉
。

　

こ
の
条
の
後
段
部
分
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
「
住
二
彼
城
一
者
」
は
秋
田

城

制
下
の
民
と
い
う
意
味
で
、
土
人
浪
人
を
問
わ
ず
、
城
制
下
の
す
べ
て
の
民
を
令

制
の
郡
に
編
附
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
城
制
段
階
は
い
わ
ば
国

府
直
轄
で
、
城
制
下
の
民
に
対
し
て
調
庸
免
除
や
夷
俘
料
の
支
給
を
行
い
、
お
そ
ら

く
そ
れ
以
前
は
城
柵
の
修
理
な
ど
に
は
か
り
出
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
一
定
の
期

間
を
経
て
、
令
制
の
郡
へ
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
城
制
下
の
住
民
は
、
は
じ
め
て

全

面
的
課
役
対
象
と
し
て
編
附
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宝
亀
十
一
年
（
七

八

〇
）
に
秋
田
城
制
下
の
夷
俘
ら
が
、
「
己
等
拠
二
遇
官
威
⇒
久
居
二
城
下
一
」
と
し
て

秋

田
城
の
停
廃
に
反
対
し
た
（
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
八
月
己
卯
条
）
事
由
も

こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
国
府
所
在
郡
の
国
府
と
郡
家

　
○

『出
雲
国
風
土
記
』
巻
末
記

　
　
又
、
西
の
か
た
井
一
里
に
し
て
国
の
庁
、
意
宇
の
郡
家
の
北
の
十
字
の
街
に
至

　
　
り
、
即
ち
、
分
れ
て
二
つ
の
道
と
為
る
。

　
○

同
巻
末
記

　
　
意
宇
の
軍
団
　
即
ち
郡
家
に
属
（
つ
）
け
り
。

　

○
意
宇
郡
条

　
　
黒
田
の
駅
　
郡
家
と
同
じ
き
処
な
り
。
郡
家
の
西
北
の
か
た
二
里
に
黒
田
の
村

　
　
あ
り
。
土
の
体
、
色
黒
し
。
故
、
黒
田
と
い
ふ
。
旧
、
此
処
に
是
の
駅
あ
り
。

　
　
即
ち
号
け
て
黒
田
の
駅
と
い
ひ
き
。
今
は
郡
家
の
東
に
属
け
り
。
今
も
猶
、
旧

　
　
の

黒
田
の
号
を
追
へ
る
の
み
。

　
出
雲
国
府
と
国
府
所
在
郡
の
意
宇
郡
家
は
、
同
所
に
所
在
し
、
意
宇
軍
団
は
郡
家

に

置
か
れ
、
さ
ら
に
黒
田
駅
も
同
所
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
宇
郡

の
地

に
国
府
・
郡
家
・
軍
団
・
駅
家
が
集
中
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
方
、
郡
家
所
在
郷
の
郡
家
と
そ
の
郷
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
村
順
昭
氏
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
え
る
郡
家
郷
に
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
、
「
郡
家
郷
」
と
称
す
る
郷
が
六
か
国
の
一
五
郡
に
存
在
し

て

い

る
。
郡
家
郷
の
呼
称
は
、
郡
の
行
政
施
設
で
あ
る
郡
家
の
所
在
に
基
づ
く
も
の
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で
あ
る
。
そ
の
郡
家
の
存
在
に
と
も
な
う
戸
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
は
、
①
郡
司
、

②
郡
司
職
分
田
の
耕
作
に
あ
た
る
人
、
③
郡
雑
任
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
郡
家
郷
と
い
う
名
称
を
も
た
な
い
も
の
の
、
郡
名
と
同
じ
郷
‖
郡
名
郷
も
郡

家
所
在
郷
で
あ
る
が
、
郡
家
所
在
郷
が
、
他
郷
と
異
な
る
扱
い
を
う
け
た
こ
と
を
示

す
出
土
文
字
資
料
を
二
例
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
一
例
は
中
村
氏
の
指
摘
す
る
郡
司
職
分
田
の
耕
作
に
関
わ
る
格
好
の
資
料
と
考
え

ら
れ
る
福
島
県
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
の
い
わ
ゆ
る
郡
符
木
簡
（
第
二
号

　
　
　
　
　
れ
　

木
簡
）
で
あ
る
。
郡
司
が
里
刀
自
に
命
じ
て
、
五
月
三
日
に
郡
司
の
職
田
の
田
植
え

の

た
め
に
、
里
（
郷
）
の
農
民
三
六
人
を
召
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
里
刀
自
は
、

里
長

の
妻
と
理
解
し
た
。

　
本

遺
跡
は
、
広
大
な
荒
田
目
条
里
遺
構
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
、
郡
家
の
中
心
施

設
の
置
か
れ
た
根
岸
遺
跡
の
西
北
に
位
置
し
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
磐
城
郷
に
相
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
遺
跡
出
土
の
人
面
墨
書
土
器
に
「
磐
城
醐
磐
城
郷
丈

部

手
子
麿
召
代
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
磐
城
国
造
の
系
譜
を
引
く
大
領

於
保

磐
城
臣
は
、
そ
の
郡
司
職
田
を
荒
田
目
条
里
内
に
有
し
、
従
来
か
ら
の
強
い
支

配

関
係
に
基
づ
き
、
郡
司
職
田
の
田
植
の
労
働
力
と
し
て
磐
城
郡
家
所
在
郷
・
磐
城

郷
の
里

刀
自
に
命
じ
た
と
す
れ
ば
、
里
名
省
略
の
意
味
も
肯
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
通

常
、
郡
符
木
簡
は
、
例
え
ば
「
符
春
部
里
長
等
」
（
兵
庫
県
春
日
町
山
垣

遺
跡
木
簡
）
な
ど
と
里
名
を
明
記
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
も
う
一
例
は
、
岩
手
県
水
沢
市
胆
沢
城
跡
出
土
の
漆
紙
文
書
で
あ
る
。

第
四
三
号
漆
紙
文
書

〈
本
紙
〉
（
左
文
字
）

×

］
年
廿
三

×

］
年
舟
一

　
　
　
　
×
年
廿
三

　
　
　
〔
酒
力
〕

×
巫
部
口
［
暦
年
●
六

　
　
×
部
國
益
年
●
二

　
　
×
部
口
麿
年
廿
六

〔連
力
〕

×
口
阿
伎
麿
年
廿
八
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
ロ

×

・

駒
椅
郷
八
戸
主
●

部
人
永
□
□
×

　

・

高
椅
郷
廿
五
戸
主
刑
部
人
長
戸
口

（紙
継
ぎ
目
）

　

×

駒
椅
郷
十
七
戸
主
●
部
本
成
戸
口

・

瀦
城
郷
五

十
戸
主
吉
弥
侯
部
黒
麿
戸

　
　
口

　
駒
椅
郷
●

八
戸
主

●
部
諸
主
戸
口

・

瀦
城
郷
舟
八

・

駒
椅
郷
廿
一
戸
主
丈
部
犬
麿
戸
口

・

衣
前
郷
口
×

＜図18いわき市荒田目条里遺跡　2号木簡実測図〔2／5〕　表

　星

膓
e

’

裏

26



平川南［古f馳方都市論］

×

清
成
年
五
×

　
　
　
〔
冊
力
）

　
×
継
年
口
×

〈
別
紙
〉
（
正
位
文
字
）

　
　
　

×

年
廿
二

　
　
　
　
升

×

高
椅
郷
口
四
戸
主
刑
部
真
清
成
戸
口

×
駒
椅
郷
廿
一
戸
主
丈
部
犬
麿
戸
口

　

こ
の
文
書
断
簡
は
陸
奥
国
柴
田
郡
か
ら
胆
沢
城
へ
貢
進
さ
れ
た
歴
名
簿
で
あ
る
。

　
本

断
簡
は
郷
名
を
一
〇
例
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
駒
椅
郷
五
例
、
高
椅
郷
二
例
、

瀦
城
郷
二

例
、
衣
前
郷
一
例
で
、
四
郷
に
限
ら
れ
て
い
る
。
軍
団
編
成
は
、
こ
の
資

料
に
よ
る
限
り
、
郡
単
位
に
一
旦
、
兵
士
の
出
身
郷
を
ば
ら
し
た
う
え
に
再
編
成
し

て

い

る
ゆ
え
に
、
断
片
で
も
一
定
の
傾
向
を
把
握
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
二
十
巻
本

の

最
古
写
本
で
あ
る
高
山
寺
本
の
六
郷
の
う
ち
、
柴
田
郷
・
新
羅
郷
が
こ
の
断
簡
に

は
み
え
な
い
。
柴
田
郷
は
郡
名
を
負
う
郷
名
で
、
郡
家
所
在
郷
で
あ
る
。
新
羅
郷
は

『類
聚

国
史
』
巻
百
五
十
九
、
天
長
元
年
（
八
二
四
）
五
月
己
未
条
の
「
新
羅
人
辛

良
。
金
貴
賀
。
良
水
白
等
五
十
四
人
。
安
コ
置
陸
奥
国
↓
依
レ
法
給
レ
復
。
兼
以
二
乗
田

一

充
二
口
分
こ
に
基
づ
き
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
郷
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
新
羅
郷

　
　
　
表
柴
田
郡
の
郷
名

蜂小新駒鹸溺高衣柴 刊

（騨
）

家野羅橋戸城橋前田 本

新駒　　溺高衣柴 高

山

寺

羅橋　　城橋前田 本

5筆小新　　　食余溺高衣柴
大
東

（ 色
塞 麦

家野羅　　　　　城橋　前　田
庫
本

は
、
新
羅
人
を
安
置
し
た
も
の
で
、
賦
役
を
免
ず
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
柴
田
郷
は
、
本
資
料
が
あ
く
ま
で
も
断
簡
ゆ
え
に
断
定
は

で

き
な
い
が
、
や
は
り
郡
家
所
在
郷
は
先
に
み
た
よ
う
な
郡
司
職
田
の
耕
作
な
ど
、

他
郷

と
異
な
る
負
担
を
想
定
で
き
る
だ
け
に
、
胆
沢
城
へ
の
上
番
か
ら
除
か
れ
た
の

で

は
な
い
か
。

　

国
府
の
構
成
員
の
中
心
に
な
る
国
司
が
中
央
か
ら
の
派
遣
官
で
あ
る
ゆ
え
に
、
国

府
こ
そ
、
そ
の
維
持
に
国
府
周
辺
に
集
住
し
た
人
々
の
労
働
力
提
供
が
不
可
欠
で
あ

つ

た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
国
府
施
設
維
持
と
生
産
・
流
通
機
能
を
促
進
す
る
た
め

に
、
人
々
を
集
住
さ
せ
、
周
辺
を
整
備
し
、
一
定
の
領
域
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
み
た
よ
う
に
、
国
府
に
接
し
て
郡
家
・

軍
団
・
駅
家
な
ど
の
諸
施
設
が
集
結
し
て
い
る
だ
け
に
、
国
府
所
在
郡
そ
の
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

他

郡
と
異
な
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
以
上
の

点
を
総
合
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
多
賀
城
は
、
い
ま
だ
不
確
定
要
素
を

含
み

な
が
ら
も
、
古
代
の
都
市
の
諸
条
件
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
お
り
、
多
賀
城
を
古
代

地
方
都
市
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
一
般
諸
国
の
国
府
に
つ
い

て

は
、
現
段
階
で
は
、
そ
の
中
心
施
設
を
中
心
と
し
た
発
掘
調
査
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
広
範
囲
の
周
辺
調
査
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
以
上

の

多
賀
城
の
諸
条
件
が
、
多
賀
城
の
特
殊
性
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
か
、
あ
る
程
度
、

一
般
諸

国
の
国
府
に
及
ぼ
し
う
る
か
は
、
現
段
階
で
は
結
論
づ
け
が
た
い
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
の
高
野
芳
宏
氏
・

菅
原
弘
樹
氏
・
吉
野
武
氏
・
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
千
葉
孝
弥
氏

に
は
、
多
賀
城
跡
の
前
面
地
区
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
種
々
御
教
示
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
そ
の
調
査
報
告
書
か
ら
全
面
的
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記

し
、
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
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註（
1
）
鬼
頭
清
明
「
都
市
の
概
念
と
国
府
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
十
集
、
一

　
　
九

八
九
年
。

（
2
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
の
国
府
」
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

　
　
報
告
』
第
二
十
集
、
　
一
九
八
九
年
。

（
3
）
本
稿
の
第
二
章
の
多
賀
城
前
面
地
区
に
か
か
わ
る
発
掘
調
査
成
果
の
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、

　
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
・
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

　
　
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
お
よ
び
『
多
賀
城
市
史
』
第
一
巻
に
収
め
ら
れ
た
「
古
代
都
市
多

　
　
賀
城
」
（
高
野
芳
宏
・
菅
原
弘
樹
氏
執
筆
）
か
ら
全
面
的
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

　
　
ぞ
れ
の
引
用
箇
所
に
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
4
）
仙
台
市
教
育
委
員
会
『
郡
山
遺
跡
1
』
一
九
八
一
年
～
『
郡
山
遺
跡
珊
』
一
九
九
七
年
。

（
5
）
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
名
生
館
遺
跡
W
』
一
九
入
○
年
な
ど
。

　
　
古
川
市
教
育
委
員
会
『
名
生
館
遺
跡
W
』
一
九
八
七
年
な
ど
。

（
6
）
鹿
ト
は
骨
卜
、
骨
ト
に
使
用
し
た
獣
骨
を
ト
骨
と
呼
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
現
在
ま
で
に
知

　
　
ら
れ
た
資
料
は
ト
骨
百
十
六
点
で
あ
る
。
卜
骨
で
は
鹿
の
肩
脾
骨
が
多
数
を
占
め
る
の
は
事
実

　
　
で
あ
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
、
イ
ル
カ
、
ウ
マ
な
ど
の
骨
も
少
な
く
な
い
。

　
　
　
最
近
で
は
各
地
で
急
速
に
発
見
例
が
増
え
、
卜
骨
は
弥
生
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
、

　
　
卜
甲
は
古
墳
時
代
後
期
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
ま
で
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
う
な
る
と
骨
ト
も
甲
ト
も
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
時
代
よ
り
は
る
か
に
古
く
ま
で
遡
る

　
　
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
が
国
で
は
古
く
は
鹿
ト
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
亀
ト
が
と
つ
て

　
　
代
っ
た
」
と
い
う
通
説
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
古
墳
時
代
後
期
の
、
神
奈
川
県
三
浦
市
の
間
口
遺
跡
や
長
崎
県
壱
岐
の
串
山
ミ
ル
メ
浦
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
た
ぎ
り

　
　
の
例
、
奈
良
時
代
初
頭
と
思
わ
れ
る
神
奈
川
県
の
銭
切
遺
跡
の
例
と
年
代
順
に
比
べ
て
み
る
と
、

　
　
強
い
関
連
性
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
五
　
多
賀
城

　
　
跡
』
　
一
九
八
六
年
。

（
8
）
　
こ
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
」
（
『
山
王
遺

　
　
跡
ー
第
九
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し

　
　
い
。

（
9
）
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
『
館
前
遺
跡
ー
昭
和
五
四
年
度
発
掘
調
査
報
告
．
⊥
　
一
九
八
〇
年
。

（
1
0
）
　
吉
野
　
武
「
宮
城
・
山
王
遺
跡
」
『
木
簡
研
究
」
第
一
六
号
　
一
九
九
四
年
。

（
1
1
）
館
野
和
己
「
相
模
国
調
邸
と
東
大
寺
領
東
市
庄
」
『
高
井
悌
三
郎
先
生
喜
寿
記
念
論
集
　
歴

　
　
史
学
と
考
古
学
』
真
陽
社
　
一
九
八
八
年
。

（
1
2
）
多
賀
前
地
区
で
は
、
「
宇
多
」
「
宇
」
な
ど
宇
多
郡
と
み
ら
れ
る
墨
書
土
器
が
集
中
し
て
出
土

　
　
し
、
こ
の
場
所
に
宇
多
郡
と
関
係
を
も
つ
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
斉
藤
利
男
「
多
賀
国
府
の
都
市
プ
ラ
ン
」
『
よ
み
が
え
る
中
世
〔
7
〕
み
ち
の
く
の
都
　
多

　
　
賀
城
・
松
島
』
平
凡
社
　
一
九
九
二
年
。

（
1
4
）
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
〇
　
多
賀
城

　
　
跡
』
一
九
八
一
年
。

（
1
5
）
律
令
的
祭
祀
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
金
子
裕
之
「
平
城
京
と
祭
場
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物

　
　
館
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
集
）
一
九
八
五
年
。

（
1
6
）
栃
木
県
教
育
委
員
会
『
下
野
国
府
跡
W
－
昭
和
五
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
一
九
八
二
年
。

（
1
7
）
　
チ
マ
タ
で
行
わ
れ
る
呪
術
的
な
祭
祀
に
夕
占
が
あ
る
。
夕
占
と
は
、
夕
暮
、
チ
マ
タ
に
立
ち
、

　
　
道
行
く
人
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
吉
凶
を
占
う
方
法
で
あ
る
（
和
田
奉
「
夕
占
と
道
饗
祭
ー
チ
マ

　
　
タ
に
お
け
る
マ
ツ
リ
と
祭
祀
　
」
『
季
刊
日
本
学
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
八
四
年
）
。

（
1
8
）
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七
集

　
　
柏
木
遺
跡
1
』
、
同
『
柏
木
遺
跡
n
』
一
九
八
九
年
。

（
1
9
）
　
斉
藤
利
男
註
（
1
3
）
に
同
じ
。

（
2
0
）
　
「
高
用
名
」
に
関
す
る
見
解
は
、
大
石
直
正
「
中
世
の
黎
明
」
（
小
林
清
治
・
大
石
直
正
編

　
　
『
中
世
奥
羽
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
）
一
九
七
八
年
。

（
2
1
）
　
塩
竈
・
松
島
湾
の
湾
口
に
あ
た
る
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
淵
浜
の
先
端
に
、
延
喜
式
内
社
鼻
節

　
　
神
社
が
あ
る
。
そ
の
神
社
に
「
国
府
厨
印
」
（
方
一
寸
三
分
〈
約
四
セ
ン
チ
〉
）
と
い
う
印
文
の

　
　
銅
印
が
明
治
初
年
の
社
殿
修
復
の
際
に
発
見
さ
れ
、
伝
世
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
、
花
淵
浜

　
　
の
地
が
多
賀
国
府
の
御
厨
に
あ
た
り
、
昆
布
・
鮪
な
ど
の
海
産
物
を
国
府
に
供
給
し
て
い
た
こ

　
　
と
を
示
し
、
そ
の
出
納
に
際
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
花
淵

　
　
浜
の
大
根
暗
礁
が
昆
布
の
南
限
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昆
布
は
、
古
代
の
陸
奥
国
例
貢
の
賛
の
一

　
　
つ
に
あ
げ
ら
れ
、
蝦
夷
の
貢
納
品
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
鼻
節
の
神
は
、
北
の
海
を
舞
台

　
　
と
す
る
海
民
（
蝦
夷
）
の
活
動
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
塩
竈
の
神
に
先
立
っ
て
、

　
　
式
内
社
の
一
つ
に
も
取
り
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
国
府
厨
印
」
の
存
在
も
、

　
　
そ
の
よ
う
な
広
が
り
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
（
大
石
直
正
「
国
印
厨

　
　
印
の
謎
」
『
よ
み
が
え
る
中
世
〔
7
〕
み
ち
の
く
の
都
　
多
賀
城
・
松
島
』
平
凡
社
　
一
九
九

　
　
二
年
）
。
大
石
氏
は
偽
作
説
も
あ
る
「
国
府
厨
印
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
評
価
し

　
　
て
い
る
。
本
論
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
製
塩
・
製
鉄
な
ど
に
加
え
て
海
産
物
も
、
多

　
　
賀
城
の
管
轄
す
る
生
産
体
系
の
中
に
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
2
2
）
　
狭
川
真
一
「
墳
墓
に
み
る
供
献
形
態
の
変
遷
と
そ
の
背
景
ー
北
部
九
州
を
中
心
と
し
て
ー
」

　
　
（
『
貿
易
陶
磁
研
究
』
恥
1
3
）
一
九
九
三
年
。

（
2
3
）
　
井
上
満
郎
「
国
府
と
都
市
規
制
」
（
『
古
代
文
化
』
第
三
九
巻
第
一
〇
号
）
一
九
入
七
年
。

（
2
4
）
　
H
期
に
出
現
し
た
北
2
－
3
間
道
路
と
皿
期
の
北
2
・
南
2
の
東
西
小
路
・
南
1
1
2
間
道

　
　
路
は
南
北
大
路
に
直
交
し
て
い
る
。
こ
れ
は
道
路
建
設
以
前
に
政
庁
中
軸
線
や
南
の
水
田
と
一

　
　
致
す
る
方
向
が
存
在
し
、
そ
れ
に
規
制
さ
れ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
5
）
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
新
田
遺
跡
（
第
4
・
1
1
次
調
査
）
』
一
九
九
〇
年
。
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（
2
6
）
宮
城
郡
の
郷
名
の
う
ち
、
磐
城
・
白
川
両
郷
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
陸
奥
国
の
南
部
の
海
道

　
　
・
山
道
の
大
郡
で
あ
る
磐
城
郡
・
白
川
郡
か
ら
の
移
民
を
意
味
し
て
い
る
。
特
に
白
川
郷
は
、

　
　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
、
宮
城
郡
白
川
郷
・
黒
川
郡
白
川
郷
・
胆
沢
郡
白
河
郷
の
三
郷
が

　

存
在
す
る
。
白
川
（
河
）
郷
の
置
か
れ
た
三
郡
は
、
実
は
陸
奥
国
内
で
も
最
も
重
要
な
箇
所
で

　
　
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
奥
国
府
の
所
在
郡
と
し
て
の
宮
城
郡
、
鎮
守
府
の
所
在
郡
で
あ
る
胆
沢

　
　
郡
、
そ
し
て
陸
奥
国
北
部
へ
の
入
口
に
あ
た
り
、
「
黒
川
郡
以
北
十
一
郡
」
「
黒
川
郡
以
北
奥

　
　
郡
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
黒
川
郡
の
三
郡
で
あ
る
。
陸
奥
国
の
本
来
の
入
口
に
あ
た
る
白
河
郡

　
　
は
白
河
軍
団
も
置
か
れ
た
軍
事
的
拠
点
で
あ
っ
た
。
磐
城
郡
も
磐
城
軍
団
の
置
か
れ
た
海
道
の

　
　
要
地
で
あ
っ
た
点
も
加
え
る
と
、
宮
城
郡
に
「
白
川
郷
」
「
磐
城
郷
」
が
置
か
れ
た
の
は
、
軍

　
　
事
的
措
置
と
判
断
で
き
よ
う
〔
拙
稿
「
古
代
の
白
河
郡
」
（
福
島
県
教
育
委
員
会
『
関
和
久
遺

　
　
跡
』
）
一
九
八
五
年
〕
。

（2
7
）
　
大
石
直
正
註
（
2
0
）
に
同
じ
。

（
2
8
）
　
城
柵
の
造
営
・
修
理
に
主
体
が
何
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
古
代
に
お
け
る
東
北

　
　
の
城
柵
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
三
六
号
、
一
九
八
二
年
四
月
）
で
詳
し
く
論
述
し
て

　
　
い
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
2
9
）
　
『
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
二
日
条
。

　
　
正
五
位
下
守
右
中
弁
兼
行
出
羽
権
守
藤
原
朝
臣
保
則
飛
駅
奏
言
日
。
（
中
略
）
臣
等
用
二
古
老

　
　
之
言
」
選
二
諸
国
当
土
之
軍
ユ
為
二
上
兵
一
者
一
千
人
。
分
ゴ
配
官
人
」
令
ニ
レ
其
労
賜
⇒
但
当
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
之
卒
。
縁
レ
元
二
甲
冑
ぺ
不
レ
能
二
諏
進
』
交
雑
二
諸
国
之
軍
づ
令
レ
増
二
兵
衆
之
勢
⇒
其
中
国
下
兵

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
担
夫
。
役
立
柵
之
事
⇒
還
ゴ
向
本
国
⇒
此
事
由
趣
。
上
奏
先
畢
。
（
後
略
）

（
3
0
）
中
村
順
昭
「
郡
家
の
所
在
と
郷
の
編
成
　
　
『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
え
る
郡
家
郷
を
め
ぐ
っ
て

　
　
ー
」
『
史
叢
』
第
五
四
・
五
五
合
併
号
　
一
九
九
五
年
一
二
月
。

（
3
1
）
拙
稿
「
木
簡
が
語
る
古
代
の
い
わ
き
」
（
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
『
荒
田
目
条
里
遺
跡
木
簡

　
　
調
査
略
報
木
簡
が
語
る
古
代
の
い
わ
き
』
）
一
九
九
六
年
。
拙
稿
「
里
刀
自
小
論
1
い
わ
き

　
　
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
第
二
号
木
簡
か
ら
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
六
六
集
、

　
　
一
九
九
六
年
。

（
3
2
）
　
拙
著
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
九
年
。

（
3
3
）
櫛
木
謙
周
「
宮
都
と
郡
の
関
係
に
つ
い
て
の
小
考
」
（
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と
渡
来

　
　
の
文
化
』
学
生
社
　
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
宮
都
所
在
の
郡
が
宮
都
に
供
奉
す
る
特
殊
な

　
　
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
も
参
考
と
な
ろ
う
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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Report　on　Provincial　City　of　Ancient　Japan：On　the　7遙gaづδSite　and　its

Surroundings

HIRAKAwA，　Minami

Asymposium　on“Ancient　Provincial　Centers”was　held　at　The　National　Museum　of　Japanese

History　in　1987．　In　that　symposium　there　was　a　tendency　to　deny　the　so　called“establishment　of

provincial　centers”which　involved　urban　functions　and　the　spread　of　regions．　Since　then

throughout　Japan　the　site　of　provincial　centers　have　been　excavated　and　investigated，　with　im－

portant　results．　Among　them　a　noticeable　matter　is　the　revelation　of　the　grid　divisions　which

were　the　basis　of　the　urban　planning　of　the　Tαg句σ多賀城site　which　was　the　location　of　the

Wτsμ陸奥Provincial　Center　and　which　was　subjected　to　a　lange　scale　investigation．　Further－

more，　through　that　excavation　many　discoveries　were　made　concerning　the　local　structure　of

the　grid　divisions　which　were　the　city，　the　planned　distribution　of　buildings　in　local　areas，　the

various　links　of　the　transportation　system，　the　ritual　space　of　the　city，　and　the　concentration　of

production．　However　while　considering　the　symposium　INOUE，　Mitsuo　has　indicated　the　follow－

ing　problem．　In　order　to　establish　the　provincial　center　as　a　city，　it　is　necessary　to　confirm

boundaries　and　various　urban　regulations．　However　there　were　no　geographic　divisions　separate

from　the　administrative　divisions　called℃μ〆郡，so　there　would　be　no　way　fbr　urban　regula・

tions　to　exist　in　reference　to　the　provincial　center、　An　outline　of　the　results　of　an　examination　of

the　conditions　for　urban　regulation　in　provincial　centers　is　as　follows．　Directional　regulations　ex－

tended　to　the　avenues，　streets，　buildings　and　drains　in　the　districts　in　front　of　Tαgα一ブσ．　Also　to

provincial　center　area，　Tαgα，∫σis　succeeded　to　special　administrative　city、

　　　Furthermore　unearthed　materials　with　written　characters　attest　to　the　fact　that　the　Go郷in

which　the　provincial　office　was　located　differed　from　other　Go．　It　is　also　suggested　that　the　G拠

in　which　the　provincial　center　is　different　from　other　G協．　Judging　from　the　above，　Tαgα一元σcould

regarded　as　ancient　provincial　city．　So　far　as　other　regions，　much　still　remains　to　be　done．　So　it

is　hard　to　say　conditions　of　Tα9α一元σare　true　of　provincial　center　of　other　regions．　It　needs　furth－

er　lnveStlgat10n．
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